
平

安

時

代

の

古

訓

点

の

語

葉

の

性

格

||
大
日
経
の
古
訓
法
を
例
と
し
て

||

平 安 時 代 の 古訓点 の語業 の 性格

平安
時
代
の
士口訓
点
に
お
け
る
語
認
の
性
格
に
つ
い
ては
、

明治
末年
の
大

矢
透
博
士
の
研
究以
来 、
多
く
の先
学
の
業
絞
が
秘
主
ね
ら
れ
て
来
た 。
当
初

は
、

専
ら
そ
の
和訓
語
設
に
限
が
注
が
れ 、
辞書
に
掲
載
さ
れ
て
ゐ
な
い
や
う

な
珍
奇
な
語
集
の
発
掘 、
上
代
又は
中
古
の
他
の
種類
の
国
語
文
献
の
語
釈
の

た
め
の
寄
与と
い
ふ
面
に関
心
が
集中
し 、
又 、
現
に 、
そ
れ
に
よ
っ
て
幾多

の
実り
の
あ
る成
果
が
資
さ
れ
た(l) 。
更
に 、
そ
の
後 、
位
栂
の
問
題
が
取

上
げ
ら
れ
る
に
及
び 、
訓
点
の言
語と
平安
仮
名
文
学
の言
語と
が対
立
的
に

把
握
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て 、
と
の
両者
が
夫ミ
男子
語
脈と
女
子
語
脈と
い

ふ
見
地
か
ら
比
較
討
究
さ
れ 、
又
同
時
に訓
点
語
を
当
時
の
口
語と
し
て
把
握

し 、
そ
の一
部は
現
代
諸
方言
と
も対
応
す
る
も
の
の
あ
る
とと
が
指
摘
さ
れ

た(2) 。
更
に
又 、
訓
点
語は
、

漢
文訓
読
の
際
の言
語
で
あり
、

一
種
の
文

章
語
的
表
現
で
あ
る
に対
し 、
和
文
語は
、

当
時
の
日
常
会
話
語
に近
い
も
の

で
あ
ら
うと
の
見
解
も
提
出
さ
れ
た(3) O
一
方 、
小林
芳規
博
士は
、

虚
字

の訓
法
を中
心と
し
て 、
平安
初
期と
、

平安
後
半
期と
の
聞
に
歴
史
的
変
遷

が
あ
っ
て 、
意
訳
的訓
法
か
ら
逐
字
訳
的訓
法
に
移
行
し
て
行
くと
い
ふ
事
実

築

裕

島

を
示
さ
れ 、
又 、
向
じ
時
代
に
在っ
て
も 、
天
台宗
・
真言
宗
・
法
相宗
な
ど

の
聞
で
訓法
の
上
に
懸
隔
の
あ
る
乙と
を
指
摘
さ
れ
た
す) O

か
や
う
に
し
て 、
古訓
点
の
研
究は
、

次
第
に
細
部
に
及
ん
で
行
っ
たと
考

へ
ら
れ
る
が 、
更
に考
へ
る
に 、
古訓
点
の
語
設
の
性
格は
、

究
極
的
には
、

個別
的
に
文
献
毎
に
究
明
せ
ら
る
べ
き
とと
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て 、
本

稿
では
、

そ
の
具
体
的
作
業と
し
て 、大
日
経
の
古
訓
を例
にと
っ
て
小
見
を

述べ
よ
うと
思
ふ 。

古
点
本
の言
語
の
性
格
は
平安
前
半
期と
平安
後
半
期と
で大
い
に
相
違
す

る 。
そ
れは
、

前
半
期
では
当
座
の
論
説
の
た
め
の
備
忘
又は
そ
の
聴
聞
の

記
入
で
あり
、

同
時
に
そ
の
日説法
は
そ
の加
点
当
時
の
も
の
で
あ
っ
て 、
比
較

的
自
由
な
意
訳
的
な
面
が
存
し
た
が 、
平
安
後
半
期
に
下
ると
、

前
代
の
祖
本

か
ら
そ
の訓
点
を
転
写
す
る
「
移
点」
の
風
が
広
がり
、

移
点
さ
れ
た
点
本
の

言
語は
前
代
の言
語
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
て 、
必
ず
し
も
移
点
当
時
の
も

のと
は
限
ら
な
い
も
の
で
あ
る 。
ζ
の
ζと
に
つ
い
ては
、

既
に先
学
の
指
摘

が
あり
(5) 、
私
も
若
干
具
体例
に
即
し
て
述べ
た
乙と
が
あ
る(6
1
乙
の
事

実
か
ら 、
訓
点
語
裂
の
性
格
も 、
年
代
に
よ
っ
て
更
に
小分
し
て考
へ
ね
ば
な

ら
な
い
とと
に
な
る 。
即
ち 、
平安
前
半
期
の
点
本
の
語
設は
、

大
体
そ
の
当

1 



時
の国
語
と考
へ
ら
れ
る
が 、
平安
後
半
期
の
も
のは
、

一
次
的
には
そ
の加

点
さ
れ
た年
代
の国
語
資
料
で
あ
る
と
とは
勿
論
で
あ
る
が 、
更
に
そ
の
訓
点

の
祖
点
が
何
時
代
ま
で
遡
る
か
と
い
ふ
ζ
と
を
究
明
し 、
そ
と
に
見
え
る
語
設

が
ど
の
程
度
ま
で
そ
の
祖
点
を
忠
実
に
反
映
し
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
と
と
を
明
に

し 、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
語
自
体
の中
に
時
代
的
な
「
霊
府
性」
の
あ
る
と
と

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
平安
後
半
期
の
訓
点
の
語
数は
、

多
か
れ
少
か

れ
ζ
の
や
う
な
意
味
で
の
「
重
層
性」
が
あ
る
と考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

そ
し
て
そ
れ
を
明
に
す
る
為
には
、

同
一
の
時
代
の
訓
点資
料
を
共
時
論
的
に

検
討
す
る
だ
け
では
不
徹
底
で
あ
っ
て 、
原
文
の
文
献
ど
と
に 、
そ
の
各 と
に

つ
い
て 、
そ
の
訓
点
の
由
来
を
討
ね 、
そ
の
祖
点
が
何
時
代
の
も
の
ま
で
遡
る

か 、
又 、
そ
れ
を
ど
の
程
度
ま
で
忠
実
に伝
承
し
て
ゐ
る
か 、
と
い
ふ
点
を
明

に
す
る
必
要
が
あ
る(7) 。
然
る
に 、
具
体
的
に資
料
を
探
究
し
て
見
る
と 、

右
の
や
う
な
事
情
を
明白
に
知り
得
る
ケ
l
スは
案
外
に
少
く 、
そ
の
究
明
に

は
困
難
が多
い 。
訓
点
本
の
中
には
、

識
語
な
ど
で
組
本
を
記
す
乙
とは
少
く
な

い
が 、
そ
れ
か
ら
ど
の
程
度
忠
実
に
転
写
し
た
か
と
い
ふ
点
に
な
る
と 、
場
合
に

よ
り区
々
で
あ
る
ら
し
く 、
個
々
の
実
態は
明
で
な
い
乙
と
が多
い
の
で
あ
る 。

し
か
し
又
逆
に 、
移
点
の
事
情
を
示
す
奥
警
が
無
く
て
も 、
そ
の
訓
点
の
内

容
を調
査
し
て 、
そ
れ
が
他
の
訓
点
本
の
内
容
と一
致
又
は類
似
す
る
場
合
に

は
、

両者
が
向一
又は
近
似
の
系
統
関係
の
中
に在
る
と
と
が
判
明
す
る
し 、

若
し 、
そ
の
内
の一
方
に
つ
い
て 、
そ
の加
点
の
事
情
が
幾・分
なり
と
も
判
明

し
て
ゐ
る
場
合
に
は 、
そ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
他
方
の加
点
の
事
情
が
明
に

なり
、

そ
の
訓
点
の言
語
的
性
格
も
判
明
す
る
乙
と
が
あ
る 。
五島
美
術館
蔵

本大
毘
虚
遮
那
経
長
暦
四年
(一
O
四
O)
訓
点
(
後
述)
な
どは
そ
の一
例

で
あ
っ
て 、
そ
の
訓
点
が
仁
和
寺
系
統
の
も
の
で
あ
る
と
と
が 、
他
点
本
と
の

比
較
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
得
る
の
で
あ
る 。

平安
後
半
期以
降
の
古
点
本
に
つ
い
ては
、

右
の
や
う
な
手
続
を
経
た上
で

始
め
て 、
そ
の
中
花
見
ら
れ
る
訓
点
語
設
も 、
そ
の国
語
史上
の
性
格
を
位
置

づ
け
る
ζ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る 。
し
か
し
ζ
れは
一
般
的
な
抽
象
的理
惣
論

で
あ
っ
て 、
曲り
なり
に
も
そ
れ
が
究
明
出
来
る
も
のは
数多
く
な
い 。
平

安
時
代
の
訓
点資
料は
、

談
終
と
仏
典
と
に大
別
さ
れ
る
が 、
そ
の
内 、
漢
籍

に
つ
い
ては
、

小林
芳規
博
士
に
よ
っ
て 、
平安
後
半
期
に於
て 、
同
一
の
本

文
に対
し
て 、
異
っ
た
系
統
の
訓法
が
併
記
さ
れ
た例
の
あ
る
乙
と
を
指
摘
さ

れ 、
訓法
に
諸
流
あり
、

又 、
流
に
よ
っ
て言
語
的
性
格
に差
異
の
あ
る
と
と

を言
は
れ
た(8) O
私は
、

仏
畜
に
つ
い
て
も 、
同
様
の例
の
あ
る
乙
と
を
指

摘
し
た
が 、
殊
に成
唯
識
論
十巻
に
つ
い
て 、
平安
後
期
十一
世
紀
の
頃に

は
少
く
と
も
三
流
が
存
し 、
訓法
に差
異
が
あ
る
乙
と 、
そ
し
て
そ
の言
語
的

性
格は
流
派
と
祖
点
と
に
よ
っ
て規
定
さ
れ
る
と
と
を
明
に
し
た(9
1
し
か

し 、
成
唯
識
論は
、そ

の
内
容
の関
係
で 、
字
音
語
が多
く 、
和
訓
の
附
訓は

極
め
て
少
数
で
あ
る 。
そ
の
為 、
語法
上
問
題
と
な
る
や
う
な例
は
多
い
が 、

和
訓
話
実
に
つ
い
ては
、

殊
に
取
上
げ
て
比
較対
照
す
る
好例
に
之
し
い 。

又 、
成
唯
識
論は
、

本
来法
相宗
の
経
典
で
あ
っ
て 、
密
教中
心
の
天
台宗
や

真言
宗
では
必
ず
し
も
中
心
的
な
典
籍
では
な
い 。
そ
乙
で 、
私は
大
日
経
七

巻
の
古
訓
点
を
取
上
げ
る
ζ
と
に
し
た 。
と
の
文
献は
、

密
教
の
中
心
的
な
経

典
で
あ
っ
て 、
南
都
古宗
で
読
ま
れ
る
と
とは
比
較
的
少
く 、
主
と
し
て
天
台

宗
と
真言
宗
と
の
間
で
用
ゐ
ら
れ
た
経
典
で
あり
、
し
か
も 、
平安
初
期
の加

点資
料
が
無
く 、
平安
後
期以
降
の
も
の
が
現
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
も

の
で
あ
っ
て 、
行は
れ
た
範
囲・
時
期
に
制
約
が
あ
る
も
の
で
あ
る
が 、
却
っ

て
そ
れ
なり
に
そ
の分
派対
立
の
状
態
を
明
確
に
す
る
と
と
も
出
来 、
又 、
和

訓・
字
音
な
ど
の
仮
名
や
注
記
も
比
較
的多
量
で
あ
っ
て 、
そ
の
見
地
か
ら
の

処理
も
或
る
程
度
可
能
で
あ
る
為 、
敢へ
て
こ
の
文
献
を
取
上
げ
る
と
と
に
し

2 



た次
第
で
あ
る 。
と
れ
を以
て 、

平安
時
代
の
古訓
点
の
語
静止
を も
如
何
に

国
語
史
的
に
位
置
づ
け
る
かと
い
ふ 、
一
つ
の
作
業
の例
と
し
た
いと
思

P必

平安時代 の古司11点 の語業 の 性格

(
注)
(
1)
大
矢

透
「
仮
名
選
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料」

春
日
政
治
「
古
訓
点
の
研
究」 。
同
「
国
語
叢
考」

橋
本
進
吉
「
万
葉
集
の
語
釈
と
漢
文
の
古
訓
点」
(「
上
代
語
の
研
究」

所
収)

大
坪
併
治
「
訓
点
語
の
研
究」

中
田
祝
夫
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇」(
以
下
「
点
研」
と

略
称
す
る
と
と
あ
り)

其
の
他 。

(
2)
遠
藤
嘉
基
「
訓
点
資
料
と
訓
点
語
の
研
究」

(
3)
築
島
裕
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
で
の
研
究」

(
4)
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の一
問
題

||
再
読
字
の
成
立
に
つ
い

て

ーーー」
(「
国
語
学」
一
六 、
昭
二
九・
三)

同
「
助
詞
「
イ」
の
残
存
||

平
安
時
代
の
使
用
者
と
用
法

||」(「
東

洋
大
学
紀
要」
第一
三
集 、
昭
三
四・
五)

(
5)
中
田
祝
夫
注
(
1)
著
書一
一
O
頁

(
6)
築
島
裕
「
成
唯
識
論
の
古
訓
法
に
つ
い
て」(
国
語
と
国
文
学
四
六
/

一
O 、
昭
四
四・
一
O)

裕
「
訓
点
資
料
の
年
代
的
性
格」(
上
代
文
学
論
叢 、

(
7)
築
島

一
一)

(
8)
小
林
芳
規
「
岬
場
鳴
利

義
訓
読
の
国
語
史
的
研
究」
八
九
O
頁 。

(
9)
注
(
6)
文
献 。

昭
四
四・

大
毘
慮
遮
那成
仏
神
変
加
持
経
(
略
し
て
大
日
経
と
いふ)
七
巻は
、

唐
の

善
元
畏
三
蔵
(
六
三七
|
七
三
五)
と
一
行
阿
関
梨
(
六
八
三|
七
二七)
と

の
共
訳
に係
る
漢
訳
仏
典
で
あ
っ
て 、
密
教
に於
ては
最
も
重
要
な
る所
依
の

経
典と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
て
来
た 。
漢
訳は
唐
玄宗
の
関
元
十
三年
(七
二
五)

に成
っ
た
が 、
訳
後
間
も
な
く
本
邦
に
将
来さ
れ
た 。
そ
の年
代
に
つ
い
て

は、

善
元
畏
三
蔵
が
来
朝
し
て
大
日
経
を伝
来
し
たと
の伝
説
も
あ
る
が 、恐

ら
く
玄
肪
等
が
入
唐
し
て
将
来
し
た
の
で
あ
ら
うと
す
る
説
が
穏
当
の
や
う
で

あ
る 。
玄
坊は、
天
平
七年
(七
三
五)
大
使多
治
比
真
人
広成
に
随
っ
て
帰

朝
し 、

経
論
五
千
余巻
及
び
諸
仏
像
を
資
し
たと
伝
へ
ら
れ
る(1) O
正
倉院

文
書
に
よ
れ
ば 、
既
に
天
平
八年
・同
十
八年
・同
二
十年
・
天
平
勝
宝
五年

等
に
本
経書
写
の
記
事
が
見
え(2) 、

又 、
奈
良
時
代
に書
写さ
れ
た
本
経
に

し
て
現
存
す
る
も
の
も
少
く
な
い 。西
大
寺
蔵
本
七巻
は
天
平
神
護二
年
(七

六
六)
に書
写さ
れ
た
吉
備
由
利
の
願
経
で
あり、
高
野山
竜
光院
所
蔵
の
七

巻 、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
六
巻(巻
第二
欠)

、
五
島
美
術
館
蔵
本
の
巻
第

一
の一巻

、
醍
醐
寺
蔵
本
の
巻
第一
の一
巻
な
どは、
何
れ
も
天
平
時
代
の
写

経
で
あ
る 。
又 、

唐
招
提
寺
蔵
本は
未
見
で
あ
る
が 、
密
教
大
辞
典
に
も
言
及

さ
れ 、
大
正
新
修
大
蔵
経
で
校
合
本
(
甲)
に
使
用さ
れ
て
をり、
奈
良
時
代

の
写
経
の

や
う

で
あ
る 。
又 、
圏
域
寺
蔵
本
の巻
第
四
の一巻、
及
び
高
知
県

金
剛
頂
寺
蔵
本
七巻
は
唐
将
来
本と
いは
れ
る 。
但
し
後者
に
つ
い
ては
そ
の

点
確
で
な
い
が 、

少
くと
も
九
世
紀
を
下
ら
ぬ書
写
で
あ
る(3
1

又 、
弘法
大法
空
海
も久
米
寺
の
塔
に於
て
大
日
経
を
感
得
し
たと
伝

へ(4) 、
又 、

入
唐
八
家
中
七
家
が
大
日
経
を
将
来
し
たと
さ
れ 、
「
入
唐
新
求

聖
教
目
録」
(
円
仁)
「
智
証
大
師
将
来
目
録」
な
ど
に
も
大
日
経
の名
が
見
え

3 



て
ゐ
る 。天
台
沙門
安
然
集す
る所
の
「
諮
阿
閣
梨
真
言
密
教
部
類
惣
録」
に

は
冒
頭
に
本
経
を
掲
げ(5) 、

又天
台宗
玄
静は
安
然
阿
悶
梨
に
従
っ
て
耽
底

遮
那
経
を
受
け
た
と
い
ひ(6) 、

又
安
然は
惟
首
と
共
に
大
日
経の
秘
処
を
定

め
た
と伝
へ
ら
れ
る(7
1

乙の
や
う
に
古
く
か
ら
書
写伝
承
さ
れ
て
ゐ
た
経由〈
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず 、

その
訓
点
には
夙
い
時
代の
もの
が
殆
ど
見
当
ら
な
い 。
大
日
経の
士口
点
本
で

現
存す
る
もの
は、
後
述の
如
く 、
その
数は
極
め
て多
いの
で
あ
るが、
そ

の
加
点の
年
代は、
判
明す
る
限り、
大
部
分が
平
安
後
期以
降 、
西
暦一
O

O
O
年
頃以
後の
もの
ば
かり
で
あっ
て 、

平安
初
期
九
世
紀の
もの
は、
一

つ
も
知
ら
れ
て
ゐ
な
い 。
五
島
美
術館
蔵
本の
古
点の
中
には、

平安
中
期
十

世
紀
ま
で
遡
る
か
と
見
ら
れ
る
もの
が
あ
るが、
乙
れ
に
つ
い
ては
後
述す
る 。

一
方 、
大
日
経の
講
読は
早
く
ら
か
行は
れ
て
ゐ
た
と
推
測
さ
れ 、

平安
初

期
に
於
て
も 、
天
台宗
では、
伝
教
大
師
最
澄の
撰
とし
て 、
遮一
那一
経
疏
抄
婆

決
二
巻・
毘
底
遮
那
経
雑
抄
要
決二
巻・
遮
那
経
第
四巻
記一
巻・
毘
廠
遮
那

供
養
儀
式一巻
・注
遮
那
経一巻
・
大
毘
底
遮
那
経一巻
等
を
伝
へ(8) 、

智

証
大
師
円
珍
には
大
日
経
指
帰一
地位(9)・
大
日
経
問
題一
巻(印)・
大
日
経
略

釈一
巻(U)・
大
日
経
疏
抄一
巻(ロ
了
大
日
経
心
目一
巻(日)
な
どの
撲が
挙

げ
ら
れ
る 。
真
言宗
で
も 、

弘
法
大
師空
海
に
大
日
経
問
題一巻
(M)・
大
日

経
疏
文次
第一巻
(時
了
大
日
経
儀
軌
三
巻(凶)
等 、

実
恵
に
遮
那
経王
疏伝
八

巻(げ)
等の
撰が
存し
た
と
さ
れ 、
又 、

実
恵は
承
和
十
三
年
四
月二
十
五
日

に
十
二名
の
僧
侶
に対
し
て
大
日
経
疏の
講
釈
を
行
っ
た
と
伝へ
ら
れ
る(凶) 。

ζの
や
う
に 、
諸
種の
注
釈が
撰
述
さ
れ
た
か
ら
には、
その
本
文
た
る
大
日

経が
研
究
講
読
さ
れ
た
と
とは
疑
終
い
事
実
で
あり、
そし
て 、

平安
初
期
に

は、
既
に
南
部
古宗
の
諸
経
論
等
に
於
て訓
点
を
施し
た例
が
砂
か
ら
ざ
る
乙

と
に
鑑
み
る
な
ら
ば 、
その
当
時 、
乙の
大
日
経
に
つ
い
て
も訓
読が
行
は
れ

た
で
あ
ら
う
乙
とは、
相川
像
に
難
く
な
い所
で
あ
る 。

大
日
経
には、
奈良
時
代・
平安
初
期の
写
本が
相
当
数
現
在す
る
に
も
拘

ら
ず 、

平
安
初
期の
訓
点が
全
く
現
存し
て
ゐ
な
いの
は、

何
故
で
あ
ら
う

か 。
そ
れは、
古
くは
存し
た
け
れ
ど
も 、
その
文
献
が
迎
悪
く
何
れ
も
滅
び

てし
ま
っ
たの
で
あ
るの
か 、
そ
れ
と
も 、
或
る
迎
由
に
よ
っ
て 、

平
安
初
期

には
一
般
に
大
日
経
に
訓
点が
附
け
ら
れ
な
か
っ
たの
か 、
何
れ
か
で
あ
っ
た

で
あ
ら
う 。
私
に
案
ず
る
に 、

多
分 、

後者
が
事
実
だ
っ
たの
では
な
い
か
と

考
へ
ら
れ
る 。
そ
れ
は 、
平安
初
期
九
世
紀は、
訓
点
記
入の
創
始
期
で
あ
る

が、
乙の
時
代
には
南都
士口宗
の
聞の
み
に
行は
れ
て
をり、
そ
乙
では
大
日

経の
如
き
密
教関
係
の
経
典の
講
究は
あ
まり
行は
れ
て
ゐ
な
か
っ
たの
では

な
い
か 、
そし
て 、
天
台
宗・
真
言宗
等 、

新し
く
興
っ
た宗
派の
間
では、

未
だ訓
点
記
入は
広
く
行は
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
推
測
さ
れ
る 。
延

暦
寺は
天
台宗
の
本山
で
あり、
その
僧
儀
遠の
識
語
を
有す
る
元
康
三
年

(
八七
九)
の
訓
点が
知
ら
れ
て
ゐ
るが
(凶
て
その
経
典は
華
厳
経
で
あり、

ヲ
コ
ト
点
も
南都
の
古
い
型
式
を
有す
る所
の
第一
群
点
で
あ
っ
て 、
その
内

容は
密
教
関係
の
もの
では
な
い 。
密
教
関係
の
訓
点
で
現
存
最
古の
もの
は、

石山
寺
蔵
本
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
繭
儀
軌
寛
平
元
年(
八
八
九)
点
ま
で
下
るの

で
あ
る 。

4 

(
注)
(
1)
続
日
本
紀 、
天
平
十
八
年
五
月
己
亥
(
十
八
日)
条 。

(
2
)

O
写
経
読
本
帳
(
天
平
八
年
九
月
廿
九
日)
(
大
日
本
古
文
書
七
ノ
七
五

瓦)今
送

0 
写
経
疏
経
師 、

大
手 、枇
実 、監
帳 、遮
( 、 那
天 、経
平 、三
十 、巻
)\、
年

月
十
日

(
大
日
本
古
文
書



九
ノ
七
七
頁)

。
ハ 写
頁 ー 芝 雑
) 切 盟 五

経 盲 十
周 ff十 五
紙 会 I侠
検 芝 経
注 中 合
帳 百flt 九
実 、空六警
平 、一枚 乙
二 塁先 中
十 給給七大
』 巻闘士
主 0. 室空

下手ijjjï，
略

(
大
日
本
古
文
書
十
/
四
七

平安時代の古訓点の語集の性格

用
紙
百
七
十
四
位
叫ん
腕
軒
蹴
仁
腕
醐
…m
M
己
同

一沙

O
紫
微
小
台
前
留
経
目
録
(
天
平
勝
宝
五
年
五
月
一
日

)(
大
日
本
古
文

書
十
二
/
四
四
五
頁
)

大
耽
虚
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
七
巻

(
3

)
文
化
庁
「
新
折
定
市一
要
文
化
財
図
説

昭
和
四
十
二
年
度」

五
八
真 。

(
4

)
元
亨
釈
書
巻
第
一

。

(
5

)
大
日
本
仏
教
全
告

仏
教
舎
終
日
録
第
二
・

一
一
一

頁 。

(
6)
「
師
資
相
承
中」

所
収 、
大
日
本
史
料
一
ノ
一
ノ
三
O
九
頁。

(
7)

唐一
民
行
履
録

計量一
許
替 、

大
日
本
史
料
一
ノ
一
ノ
三
二
九
頁 。

(
8

)
本
朝ム口
組
撰
述
密
部
番
目 、
大
日
本
仏
教
全
書
一
九
六
頁。

(
9)
注(
8)
文
献
二
O
O
頁、
大
正
政
二
二一
二・
日
本
大
蔵
経
密
教
部
章

疏
上
一

。

(
叩
)
日
本
大
政
経
密
教
部
章
疏
上
一

。

(
日)
注(
叩)
に
同
じ 。

(
ロ)
注(
8)
文
献
二
O
O
頁。

(
日)
注(辺)
に
同
じ 。

(
M
)
大
正
蔵
二
二
一
一

、

日
本
大
政
経
密
教
部品川平
疏
巻
上
一

、

弘
法
大
師
全

集
第
四 。

(
お
)
弘
法
大
師
全
集
第
三
教
相
部 、

日
本
大
蔵
経
密
教
部
立
疏
巻
上
一

。

(
お
)
諸
宗
翠
疏
録
第
三

。

(
口
)
日
本
大
蔵
経
密
教
部
章
疏
巻
上
第
一

、

大
疏
秘
記
集
巻
上 。

(
四
)
弘
法
大
師
弟
子
譜 。

吉
沢
義
則
「
其
言
宗
の
乎
古
止
点」(
国
語
国
文
の

研
究
一
四
八
頁
所
引
に
よ
る
)。
「
点
研」
六
三
三
頁。

(
印)
中国
祝
夫
「
華
厳
経
元
慶
三
年
訓
点

||天台宗の
最古の
点本寸

解||」(
か

Y
み
第
三
号 、
昭
三
五・
二 。

大
日
経
の
古
点
本
と
し
て 、
私
が
現
在
ま
で
に
知
り
得
た
も
の
は 、
次
の
二

十
余
艇
で
あ
る
が 、
乙
れ
を
そ
の
訓
法
の
上
か
ら
見
る
と 、
次
の
四
類
に
分
っ

と
と
が
出
来
る 。

第一
類
真
言
宗
小
野
流
の
訓
法
と
考へ
ら
れ
る
も
の

第
二
類
真
言
宗
広
沢
流
の
訓
法
と
考へ
ら
れ
る
も
の

第
三
類
天
台
宗
の
訓
法
と
考へ
ら
れ
る
も
の

第
四
類
以
上
諸
類
の
混
雑
し
て
ゐ
る
も
の 、
又
は
何
れ
と
も
未
だ
判
定
し

得
な
い
も
の

一
、

第一
類
(
日
)l(
凶)

(日) 、
西
大
寺
版
本
七
巻

「
沿
革
史
料」
第
十
六
回 、
「
点
本
番
目」
一
一
頁 、
「
点
研」
二
九
二
頁 、

「
日
本
写
経
綜
嬰」
一
四
二
頁
所
載 。

本
文
は
天
平
神
護
二
年
(
七
六
六)
書
写
に
係
り 、
吉
備
真
備
の
子
由
利
の

阪
経
で
あ
っ
て 、
訓
点
に
は 、
長
保
二
年
(一
0
0
0)
の
白
点 、
承
暦
二
年

(一
O
七
八
)
の
朱
点 、
文
明
十一
年
(一
四
七
九
)
及
び
天
文
十
六
年
(
一

五
四
七
)
の
墨
点が
あ
る 。

(
巻
第一
奥
書)
(
朱)
承
府
二
年刊
六
月
五
日

5 

竜
花
樹
院
於
正
党
坊
移
点



了」
沙
門
寛
経」

(
墨)
文
明
十一
年
記
九
月
二
日
於
香
呂
山
井開
坊一
交
早
東
寺
観
智
院
之

摺
本ニテ
技A口
之-(
党
字
四
字 、
g」吋白
zf

円U)」
又
高
野
之
摺

本 -一テ
談
合
之」

(
巻
第
二
奥
書)
(
朱)
承
麿
二
年
明
六
月
十
六
日
於
正
覚
房
移
点
了」
沙
門

寛
経」

(
墨)
文
明
十一
年
記
九
月
十
二
日
於
如
意
峯
井開
坊
以
来
寺
観
智
院
摺
本

一
一授
雫
(
党
字
四
字 、
g
E
Y

与

円U)」
又
高
野
之
摺
本ニ
テ

技
合
之」

(
巻
第
三
奥
書)
(
朱)
承
暦
二
年
六
月
品川
目
移
点
了
於
正
覚
房」

(
暴)
文
明
十一
年
記
九
月
十
五
日
於
如
意
峯
井関
坊
以
来
寺
観
智
院
摺
本

一
技
早
(
党
字
四
字 、
g
』円白
zf

nU)」
又
高
野
之
摺
本 一-テ
技

合
之」

(
巻
第
四
奥
蓄)
(
朱)
承
暦二
年
制
七
月
五
日
町
移
点
了」

(
墨)
文
明
十一
年
記
九
月
十
六
日
於
男
山
遺
跡
坊
以
観
智
院
摺
本一
校
早

(
党
字
四
字 、
g
E
zf

nU)

(
巻
第
五
奥
書)
(
朱)
承
暦
二
年
明
七
月
廿
四
日
移
点
了
於
正
党
房」

(
墨)
文
明
十一
年
記
九
月
十
七
日
於
香
呂
山
井関
坊
以
東
寺
観
智
院
摺
本

一
授
早
(料品
字
四
字 、
〈白」
S
Er

hu)」
又一角
野
之
以
摺
本
授

A口
之」

(
巻
第
六
奥
書)
(
朱)
承
暦二
年
制
八
月
四
日
於
正
覚
房
点
了」

ー
(閲)

(
墨)
文
明
十一
年 一紅
王
九
月
三
日
於
香
呂
山
遺
跡
坊
一
校
了
東
寺
観
智
院

之
摺
本ニテ目疋 ヲ
校
合ス
(
党
字
四
字 、
S
E
zf

hU)」
又
高
野

之
以
摺
本
校
合
之
文
明
十
四
年
一昨
王
七
月
九
日」

(
巻
第
七
奥
書)
(
白)
長
保
二
年
五
月
二
日
朝
坐
巳
了」

(
朱)
承
勝
二
年
九
月
十
六
日
移
点
了
於
竜
花
樹
院
正
党
房」
夏
秋 一。 一
時

此
経一
部
審
点
了
以
所
生
功
徳」
導
六
道
衆
生
令
入
阿
字
門

自
他
同
証
得」
金
剛
仏
子
究
経」

(
墨)
天
文
十
六
年
灯
年
卯
月
日
以
高
野
山/
摺
ドhb
f
形
按A口
早
技
者

智
厳」
金
剛
仏
子
孝
順五十歳

(
別
懇)
文
明
十一
年
記
王
九
月
六
日
於
香
呂
山
井関
坊一
交
平一束
中守
観
智

院
之
以
摺
本
授Aロス
(
焚
字
四
字 、
S」同曲
zf

hU)」

又
文
明
十
四
年壬

貨
王
七
月
九
日
於
香
呂
山
井関
坊
高
野
之
以
摺
本

技A口
之
(
党
字
二
字 、
zr

hU)

6 

右
の
訓
点
の
内 、
長
保
二
年
の
白
点
の
ヲ
コ
ト

点
は
第一
群
点
に
属
す
る
仁

都
波
迦
点 、
承
暦二
年
の
朱
点
は
喜
多
院
点 、
文
明
十一
年
の
墨
点
は
仮
名
点

で
あ
っ
て 、
仮
名
点
の
中
に
は 、
文
明
十一
年 、
天
文
十
六
年
の
筆
も
交
っ
て

ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
が 、
判
別
困
難
で
あ
る 。
承
騰
の
奥
蓄
に
見
え
る
竜
花
樹

院
正
覚
坊
は
輿
福
寺
の
塔
顕
で
あ
っ
て(1) 、
興
福
寺
諸
堂
縁
起・
興
福
寺
濫

筋
記
な
ど
に
記
載
が
あ
り 、
興
福
寺
に
は 、
現
に 、
平
安
時
代
と
目
さ
れ
る

「
竜
悲
樹
院」
の
篇
額
を
蔵
し
て
ゐ
る 。
又 、
観
普
賢
経
承
徳
三
年
(一
O
九

九)
点 、
法
華
経
玄
賛
元
永
元
年
(一
一
一
八)
点
な
ど
の
識
語
に
見
え
て
ゐ

る
旨 、
中
国
祝
夫
博
士
の
指
摘
が
あ
る 。
加
点
者
究
経
に
つ
い
て
は 、
未
だ
調

査
を
尽
し
て
ゐ
な
い
が 、
造
興
福
寺
記
の
永
承
三
年
(一
O
四
八)
閏
正
月
十

三
日
条
K
見
え
る
興
福
寺
供
養
僧
の
中
で 、
党
音
百
人
の一
人
と
し
て「
究
経」

と
見
え
る
の
が 、
或
い
は
乙
の
人
か
も
知
れ
な
い 。
ヲ
コ
ト

点
に
喜
多
院
点
を

用
ゐ
て
を
り 、
恐
ら
く

興
福
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う 。
但
し
そ
の
学
統

に
つ
い
て
は 、
未
だ
明
で
な
い 。
(
組
賂間
一緒
川
流
組
以)



平安時代の古訓点の語突の性格
(
臼) 、
高
野
山
竜
光
院
蔵
本
(
甲
本)

七
巻
(
筆
者
未
見)

「
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料」
第
十
四
面 、
「
点
本
書
目」
一
八
頁 、
春

日
政
治
「
高
野
山
に
て
観
た
る
古
点
本
土
ご
(
古
訓
点
の
研
究
所
収) 、
遠
藤

嘉
基
「
訓
点
資
料
と
訓
点
語
の
研
究」
(一
六
頁
他) 、
中
田
祝
夫
「
古
点
本
の

国
語
学
的
研
究
総
論
箭」(
六
三
九
頁)
等
に
引
用
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
著
名
な

古
抄
本
で
あ
る 。
巻
第一
の
奥
蓄
に 、

天
喜
六
年(一
O
五
八)
賊
七
月
廿
六
日
甲
午
師
概
金
満
日
訂
三
吉
願
吉
日
於
小

野
阿
閤
梨
御
房
受
学
始
同
学
衆
三
人
者」

以
同
八
月
五
日
服
三
吉
願
吉
田
天
地
益
甚
吉
日
受
学
己
暴
尖
但
依
大
師
御

点
本
読
之
末
代
求
法
沙
門
明
算
本
也」

是
則
悲
母
附
九
日
料
所
書
写
供
養
也
願
以
此
功
徳
五
障
深
重
之
女
形
託
五

智笠口
推
之
仏
果
失」

と
見
え
る 。
右
の
小
野
阿
閤
梨
は
成
尊
(一
O一
二
|一

O
七
四)
な
る
旨 、

春
日・
中
国
両
博
士
は
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る 。
尚
右
の
全
巻
に
明
算
(一
O
二一

|一
一
O
六)
の
加
点
に
よ
る
朱
点
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
由
で
あ
る 。
又
右
識
語

中
の
「
大
師
御
点
本」
の
「
大
師」
に
つ
い
て 、
中
田
博
士
は
空
海
で
は
あ
る

ま
い
と
し 、
加
点
者
の
法
流
を
遡
れ
ば 、
仁
海・
元
果
等
が
あ
る
が 、
大
師
を

誰
に
比
定
す
る
か
に
つ
い
て
は 、
断
定
を
避
け
て
を
ら
れ
る(2
1
因
に
(必)

醍
醐
寺
蔵
仁
治
三
年(一
二
四一一)
書
写
本
で
は 、
「
中
院
本
奥
書」
と
し
て
右

の
明
算
の
奥
書
を
転
写
し
て
ゐ
る
が 、
そ
の
中
で
「
同
学
衆
三
人
剛
叩尚一
一向
鞠」

と
誌
し
て
ゐ
る 。
義
範・
源
尊
は 、
明
算
と
並
ん
で
共
に
成
時
の
弟
子
で
あ

る 。
(
制
鰍
醐 集)
「
中
院
本」
と
は 、
恐
ら
く
明
算
の
本
を
指
す
の
で
あ
ら
う
が 、

電
光
院
本
に
無
い
の
に 、
醍
醐
寺
本
に
あ
る
乙
と
は
疑
は
し
い
が 、
乙
の
問
題

は一
往
措
く
乙
と
と
す
る 。

又 、
ζ
の
「
大
師
御
点
本」
な
る
も
の
が 、
五
島
美
術
館
本
に
引
用
さ
れ
て

ゐ
る
「
大
師
御
本」
「
大
師
御
筆
本」
と
同一
の
本
か 、
又
は
別
本
で
あ
る
か

に
つ
い
て
は 、
未
だ
決
し
得
ず 、
後
考
に
倹
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

(臼) 、
高
野
山
竜
光
院
蔵
本
(
乙
本)
巻
第一
一
巻
(
議
者
未
見)

「
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料」
第
十
四
面 、
及
び
「
一百岡
野
山
の
文
化
財」

八
三
頁
(
昭
和
三
十
九
年
九
月 、
総
本
山
金
剛
峯
寺
発
行)
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ

る
も
の 。
奥
蓄
は
無
い
が 、
天
平
の
名
写
経
で
あ
っ
て 、
大
矢
博
士
は 、
(ロ)

の
本
の
訓
点
と
仮
名
字
体
が
同一
で
あ
る
か
ら 、
明
算
の
加
点
本
に
疑
無
い
と

さ
れ
た 。
影
模
及
び
写
真
か
ら
推
す
と 、
朱
点
の
中
院
僧
正
点
が
加
点
さ
れ
て

ゐ
る 。
と
の
ヲ
コ
ト

点
の
種
類
か
ら
し
て
も 、
明
算
の
加
点
で
あ
る
可
能
性
は

大
き
い 。
但
し
と
の
訓
点
の
伝
来
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
り 、
(ロ)
の
訓
点
と

の
異
同
も
未
勘
で
あ
る 。

(日) 、
醍
醐
寺
蔵
本
(
乙
本)
巻
第一
一
巻

巻
子
本 。
奈
良
時
代
書
写 、
院
政
時
代
加
点 。
朱
点
は
ヲ
コ
ト

点
に
東
大
寺

三
論
宗
点
を
使
用
し
て
ゐ
る 。
ζ
の
本
に
は
識
語
が
無
い
け
れ
ど
も 、
ヲ
コ
ト

点
が
東
大
寺
三
論
宗
点
で
あ
る
か
ら 、
高
野
山・
醍
醐
寺・
勧
修
寺
な
ど
の
僧

侶
の
加
点
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る 。

以
上(日)(ロ)(日)(U)
の
四
点
を
総
括
し
て
「
第一
類」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る 。
と
れ
ら
は 、
何
れ
も
真
言
宗
小
野
流
の
系
列
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
(
但
し(日)

の
内 、
長
保二
年
の
白
点
に
つ
い
て
は
未
だ
検
討

が
不
十
分
で
あ
る
か
ら 、
決
定
を
保
留
し
て
お
く
て
と
の
第一
類
は 、
大
日

経
の
訓
法
と
し
て
は 、
最
も
古
い
時
代
の
国
語
の
形
を
具へ
て
ゐ
る
と
考へ
ら

れ
る 。
即
ち、

付 、
補
読
(
読
添)
が
多
い
乙
と 。

口 、
虚
字
の
類 、
「
及」
「
則」
な
ど
を
読
ま
な
い
こ
と 。

白 、
助
詞
「
イ」
を
用
ゐ
る
こ
と 。
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な
どの
性
格
が
見
出さ
れる
。
この
こ
と
に
つ
い
て
は 、
後
に
更
に
述べる
。

二 、
第
二類

(幻)
i(お)

(幻) 、
国
立
国会
図
書
館
蔵本

巻
第一
・
コ
了四
・
五・
六
六
巻

本文
は
天
平
時
代の
書
写
に
係り
、

訓
点
に
は 、

凶
平安
中
期
と
党し
き
白
点
(
特
殊点
)

国
平安
中
期
天
府
間以
と
党し
き
朱
点
(
東
大ナサ
三
論
宗
点)

削
治
安
二
年
(一
O
二
二)
仁
和
寺
平
救
資の
加
点
せ
る
白
点
(
第
二
鮮

点
で
忍
多
院
点
に
根
め
て
近
い
も
の)

倒
嘉承
三
年
(一
一
O
八)
仁
和
寺
聖
恵の
加
点
せる
朱
点
(
円
堂点
)

国
保安
四
年
(一
一
二
三)
俊
与の
資の
加
点
せる
朱
点
(
円
裳点
)

間
江
戸
時
代
初
期の
朱
点

の
六
恋
が
認
め
ら
れる
。

識
語
は次
の
通り
で
ある
。

(
巻
第
三
奥書
)
(
朱)
嘉承
三
年
五
月
八
日於
花
政
院伝
受
之

(
巻
第四
奥書
)
(
朱)
嘉承
三
年
五
月
十二
日於
花
蔵
院
律
師伝
受
之

(
三
力)

(巻
第
五
嗣封書
)
(
朱)
嘉承
二
年
五
月
十
七
日於
花
蔵
院
律
師伝
受
之

(
巻
第
六
奥書
)
(
朱)
嘉承
三
年
五
月
廿一
日於
花
政
院
律
師伝
受
之

(巻
第
七
奥書
)
(
白)
始
自治
安二
年四
月四
日
間
十二
日
伝
説
了
講
師

平
救
了

入
寺
之

入
寺
聴
衆
八
人
伝
説所
宮
御
室

(マ
マ)

御
南
室
御
室
内
供
徳大
寺
頼
命
入
寺

定
信
入
寺
行
円
ミ
ミ

信
普

(ワ・)

(ワ)

(
朱)
(
抹
消)

円U
五
師
円U
寄会

諒承
三
年
五
月
刈
日於
華
版
院
律
師伝
受
了

沙
門
聖
窓

聴
衆

(
別
朱)
保安
四
年
五
月
廿
七
日

午
魁於
華
厳
院
俊対日
阿
閤

梨伝
受
畢

ω
点の
ヲ
コト
点
は 、
第一図
の

如
き
特
殊
点
(
但
し
第
三
群
点
と
関

係
あ
る
べ
し)
で
あり
、

同
点の
ヲ

コト
点
は 、
点
図
集の
東大
寺
三
論

宗
点
と
全
く同
一
の
もの
で
あ
っ

て 、
共
に
長
保以
前の
加
点
と考
へ

ら
れる
。

その
加
点者
は
未
詳
で
あ

る
が 、
右の
ヲ
コト
点
か'りす
れ
ば 、
南
都
古宗
の
僧
侶の
訓
点
と
見る
可
能

性
が大
で
ある
。

南
都
で先
づ加
点
さ
れ 、
そ
れ
が
仁
和
寺
に伝
へ
ら
れ
たの

で
は
ある
ま
い
か 。
ω治
安
二
年の
白
点
は
ヲ
コ
ト
点
に
第
二
群
点
(
但
し
喜

多
院
点
に
極
め
て
近
い
も
の。
そ
の一
部
分
が
異
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
見
ら
れ

る)
を用
ゐ
て
をり
、

奥
舎
に
よ
っ
て 、
平
救(3)の
講
ずる
所
を加
点し
た

もの
で
ある
こ
と
が
判る
。

平
救
(
生
没
年
未
詳 、
治安
・
万
寿
頃の
人)
は

北
院
御
室
拾
葉
集
に
よ
れ
ば 、
藤
原
明
衡の
末子
で 、
大
江
匡一
院の
養子
と
な

り
(4) 、
仁
和
寺の
僧
とし
て
元
果
僧
都の
付法
と
な
っ
た 。
仁
和
寺
諸
院
家

記(5)
に
は 、
北
院
御
室
御
記
とし
て 、
右
の
記
事
を
引
き 、
更
に
「
或寛
忠

附法
、

聖
教
等
相伝
之一
F 、
究
救
附法
、

大
法
師
暦
満
附法
」
と
述べ
て
ゐ

る
。

血
脈類
集
記
に
よる
と
「
紀
納
言子
」
と注
し
、

暦
満の
付法
、

元
果・

悦
静の
弟子
と
も
見
え 、
入
道
二
品
親
王(
大
御
室性
信)の
漉
頂の
日(
治安
三

年〈一
O
二
三〉
三
月七
日)
に
は 、
乞
戒
御
諦
経
導
師
を
勤
め
て
ゐる
。

(との

導
師
を
勤
め
た
と
と
に
つ
い
て
は 、
仁
和
寺
御
伝
に
も
見
え
て
ゐ
る 。)
その

際の
讃
衆の
中
に 、
頼
命
入
寺 、
信
善
入
寺 、
定
信
入
寺 、
行円
入
寺の
名
が

アヲ

ドニト・
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平 安 時 代 の 古 訓 点 の 語集の性格

見
え
る
が 、
と
れ
ら
は 、
国
会
図
書
館
本の
奥
蓄の
中に
も 、
聴
衆
と
し
て
名

を
連
ね
て
ゐ
る
人々
で
あ
る。
尚 、
と
の
奥
書の
中で
「
宮

御室」
とは
大

御

室
性
信
を
指
すの
で
は
ない
か
と
思
は
れ 、
又
聴
衆の
内 、
徳
大
寺は
賢
尋
少

僧
都(九
九二
l一

O
五
五)
を
指
すの
で
あ
ら
う(6)。

御南室・
内
供につ

い
て
は 、
未
勘で
あ
る。

所で 、
乙
の
白
点
を
実
際に
加点
し
た
人
が
誰で
ある
か 、
確
認
し
得
ない

が 、
或い
は
聴
衆の
最
後に
誌
し
た
信
善
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
(
他の

人
々
に
は
「
|

入
寺」
又
は
「
徳
大
寺」
の
や
う
に
敬
称
を
用
ゐ 、
信
警
の
み

敬
称
が
無
い)。

嘉
承
三
年の
朱
点の
ヲコ
ト

点
は 、
東
大
寺
三
論
宗
点
で
あ
り 、
そ
の
識

語に
見
え
る
慈
政
院は 、
仁
和
寺の
塔
顕で
あっ
て 、
華
政
院
内仲
師
は 、
寛智

(一
O
四
五
一
一
一
一)
で
あ
る。
甲
斐
守
道
致の
息で 、
花
蔵
院
律
師・
勝

明・
禅
明一房
と
号
し
た。
承
暦三
年
(一
O
七
九)
四
月二
日 、
仁
和
寺
北
院

に
於て
大

御室性
信
よ
り
付
法
を
受
け 、
長治
元
年
(一
一
O
四)
三
月二
十

四
日
律
師 、
天
永
元
年
(一
一
一
O)
嘉
祥
寺
別
当
と
な
り 、
同
年
十二
月
十

八
日 、
六
十
六
歳に
て
卒し
た(71

シヤウケイ

同
点の
加点者
聖
恵
は 、
嘉
保
元
年
(一
O
九
四)
白
川
院
第
五
皇
子と
し

て
出
生 、
三
品
法
親
王・
長
尾
宮
と
称
し 、
花
蔵
院
宮
と
号
し
た。
一
身
阿
閑

梨
と
な
り 、
天
永三
年
(一
一
一
二)
九
月二
十一
日 、
仁
和
寺
観
音
院に
於

て
究
助よ
り
付
法 、
大
治二
年(一
一
二
七)
三
月
十
九日
三口聞に
叙
せ
ら
れ 、

寛智
の
後
を
継い
で
華
蔵
院
を
禅
定
と
し 、
保
延三
年
(一
ごニ
七)
二
月
十

一
日 、
四
十
四
歳
を
以
て
入
滅
し
た(81

保
安
四
年
(一
一
二
三)
の
朱
点は 、
ヲコ
ト

点に
円
堂
点
を
使
用し
て
ゐ

る。
そ
の
奥
書に
見
え
る俊
誉
阿
閤
梨は 、
大
外
記
中
原
肥
後
守
師
平の
息 、

究智
の
唯一
の
付
法
弟
子で
あっ
て 、
嘉
承二
年
(一
一
O
七)
十一
月
七
日

撃
蔵
院に
於て
付
法 、
保
延二
年
(一
二
三ハ)
正
月
五
日 、
六
十一
歳に
て

卒し
た。

以
上 、
(幻)
国
立
国
会
図
書館
本の
奥
書に
見
え
る
僧
侶は 、
何
れ
も
仁
和

寺
関
係の
僧
侶で
あっ
て 、
血
脈は
凡そ
次の
如
く
な
る
す)。

� 金
安 岡I1'"二必".tム �皐 |

寛
ク甘

一一一」一一一
元 寛
呆 朝
1 I 

平。 済救。 信
fL。奇{言。呈

「一|
寛 究。
助 智。
I I 室。俊。

恵。zs。

(詑) 、
五
島
美
術
館
蔵
本
巻
第一
一
巻

書
写に
関
する
識
語
は
無い
が 、
天
平の
写経
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る。
第
弐
十
九
回
大
蔵
会
展
観
目
録一
二
頁
所
載。
乙
の
本につ
い
て
は 、
既

に
小
林
芳
規
博
士
の
紹
介・
論
考が
あ
る
白)。

巻
尾に
胡
粉で 、

(
年)

長
暦
四
|七

月一
日
移
点了

と
記
し
て
あ
る
が 、
と
れ
は
全
巻に
亘っ
て
加点さ
れ
て
ゐ
る
比
較
的
分
明
な

白
点と
同一
で
あっ
て 、
そ
の
白
点

の
加点
年
代
を
示
す
も
の
で
あ
る。

乙
の
点は 、
第
二
図
に
示
す
や
う

に 、
第
五
群
点に
属
す
る
が 、
特
異

な
形
式で
あっ
て 、
他に
全
聞
の
例

を
有
する
資
料を
見ない。
ζ
の
点

の
他に 、
朱
点
も
僅か
ば
か
り
存
す

る
が 、
乙
の
点は 、
ヲコ
ト

点
も
仮

名
字
体
も 、
白
点と
全
く
同一
で 、

両者
同
筆
と
見て
差
支へ
ない
と
認

ヲ

�� 
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め
ら
れ
る 。

ζ
の
朱
点は

、
恐
ら
く
白
点
と
異っ
た
訓
法
を
併
記
す
る
の
に
用
ゐ
た
も
の

で
、

往々
に
し
て
朱
点
の
書
入に
見
え
る
「
大
師
御
筆
本」
とい
ふ
の
が

、
そ

の
校
合に
用
ゐ
た
異
点
本で
あっ
た
の
で
は
な
い
か
と
考へ
ら
れ
る 。

と
の
白
朱二
点
の
他
に

、
更に
古い
白
点
と
角
筆
点
と
が
施
さ
れ
て
ゐ
る 。

古
白
点は
極
め
て
薄
く
、

又
、

そ
の
加
点
の
認
め
ら
れ
る
箇
所
も
僅
少
で
あっ

て
、

そ
の
性
格
も
詳
し
く
は
判
ら
な
い
が

、
平
安
中
期
の
加
点
の
や
うに
感
取

さ
れ
る 。
又

、
角
筆
点
の
年
代
に
つ
い
て
は

、
小
林
博
士
は

、
長
暦の
頃の
も

の
で
白
朱
訓
点
加
点
者
の
手に
成
る
と
さ
れ
る
が

、
管
見
で
は
長
暦
四
年
よ
り

は
前
で
あっ
て

、
十
世
紀
後
半
ま
で
遡
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る 。

ζ
れ
ら
四
穫の
訓
点
の
性
格は

、
何
れ
も
分
明
で
な
い 。
但
し
、

新
し
い
白

点
で
は
「
移
点
了」
と
あ
る
か
ら
、

前
行の
祖
本
が
存
在し
た
乙
とは
明
で
あ

る 。
又

、
そ
の
ヲコ
ト

点
が
第
五
群
点
で
あ
る
か
ら
、

比
叡
山
関
係
又
は
仁
和

寺
関
係
の
何
れ
か
と
推
測
さ
れ
る
が(
己
、

そ
の
訓
法
の
内
容
が
後
述
の
(何日)

永
久
五
年
点
と
近
似
し
て
ゐ
る
と
と
か
ら
考へ
て

、
私
は
仁
和
寺
系
統
の
点
本

で
あ
ら
う
と
推
定
す
る 。
後
に
更
に
述べ
る 。

(お)
、

仁
和
寺
蔵
本
(
甲
本)
七
帖

「点
本
書
目」
二
八
頁

、「
点
研」
四
O
二
頁
所
載 。
全
巻に
朱
筆
を
以
て
訓

点
を
加へ
て
ゐ
る 。
ヲコ
ト

点は
円
堂
点。
奥
舎
は
次
の
通
り 。

(
巻
第一
奥
書)
(
墨)
寛
治二
年(一
O
八
八)
十一
月二
白
書
之

(
別
墨)
寛
治
八
|

七
月
廿
九
日
奉
諦
了

(
巻
第二
奥
書)
(
別
墨)
「八
|

七
月
廿
九、」

(
墨)
寛
治二
年
十一
月
七
白
書
了一
交了

(
巻
第
三
奥
書)
(
別
墨)
「八
|

七
月
廿
九、」

(
墨)
寛
治二
年
十一
月
十
白

書
了一
交了

(
擦
消)

「
交
了」

(
朱)
寛
治七
|六

月
廿
九、一
点
了

(
巻
第
四
奥
書)
(
朱)
究
治
七
|

六
月
廿
九、一
点
了

(
墨)
一
交
了

(
別
墨)
「八
|七

月
廿
九、」

(
墨)
究
治三
年
正
月
廿
日
書
了

(
巻
第
五
奥
書)

(
別
墨)
「八
|

七
月
廿
九日」

(朱)
寛
治
七
|

七
月一
日一
点
了

(
墨)
寛
治
三
年
六
月
廿
九日
書
了一
交了

(
巻
第六
奥
書)

(別
墨)
「八
l

七
月
廿
九、」

(
墨)
寛
治三
年
七
月
七
日
於
南
勝一房
審
之
了一
交了

(
朱)
究
治
七
|七

月二、一
点
了

(
巻
第
七
奥
書)
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(
別
患)
「
八
l

七
月
品川
日
調
奉
了」

(
七)

(
朱)
究
治
口
l七

月
三
日一
点
了

(
墨)
寛
治
三
年
七
月
廿
三
日
於
南
勝
房
書
之
了一
交了

全
巻
に
百一つ
て一
筆
の
朱
の
訓
点
が
あ
る 。
(
中に
悶 ミ
後
筆の
朱
点
及
び

恐
点
を
交へ
る)
右
の
奥
蓄
の
中に
見
え
る「
南
勝
房」
は
仁
和
寺
の
塔
頭
で
あ

ら
う 。
仁
和
寺
諸
院
家
記
に
は
「
南
勝
院」
の
条
が
あっ
て

、
忠
縁
法
橋・
能

覚
法
印
等
が
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る 。
一
方

、
血
脈
類
集
記
第
四に
は

、
忠
縁
の
項

に
「
法
橋
南
勝
房
(
院ィ
ご
と
注
し
て
ゐ
る 。
「
南
勝
房」
「
南
勝
院」
は
多
分

同
じ
房
を
指
すの
で
あ
ら
う 。
乙
れ
ら
両
書に
よ
れ
ば

、
忠
縁は
式
部
大
輔
藤

原
公
義
の
息
で

、
遍
照
寺
経
範
法
務
の
付
法
弟
子
と
な
り
、

又
、

或
記
に
よ
れ

ば
、

済
返
の
潟
瓶・
済
延
の
入
室
弟
子
で
あっ
た 。
永
久三
年
(一
一
一
五)



七
十
八
歳
に
て
卒
し
た 。
そ
の
法
統は
次の
如
くな
る 。

済
信
性 延
信 尋1-， I 
経 済 済
範 遅 延ト--'-ーl
忠。
縁。

乙
の
寛
治
本
は 、
忠
縁
又
は
そ
の
近
辺
の
学
僧に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
た
も
の

で 、
仁
和
寺に
伝へ
ら
れ
た
訓
点
を
示
す
もの
と
考へ
るこ
と
が
出
来
る 。
尚

明
匠
略
伝・
天
台
座
主
記
に
よ
れ
ば 、
天
台
座
主
の
仁
豪
(一
O
四
九
|一

一

一一一)
も
南
勝
房
と
号
し
た
が 、
仁
豪
は
安
阿波の
弟
子で 、
ヲコ
ト

点
は
宝
櫨

院
点
を
用
ゐ
て
ゐ
た(辺)
か
ら 、
こ
の
大
日
経
古
点の
場
合
と
は
明
に
別
人
で

あ
ら
う。

(担) 、
架
蔵
(
甲
本)
巻
第一

粘
葉
装
析
型
本で 、
奥に 、

帖

平 安 時 代 の 古 訓 点 の 語集 の 性 格

(
四
字
擦
消)
(
某
字
擦
消
の
上
に
霊
寄)

(
墨)
永
久元
年
(一
一
一一二)
八
月
六
「白
書
写了」
「
教
祐」

(
朱)
同
五
年二
月
七
日
移
点
了

と
あ
り 、
本
文に
は
浄
光
房
点
を
加
点
し
て
ゐ
る。
教
祐
に
つ
い
て
は
未
勘で

あ
る
が 、
浄
光一民
点は 、
浄
光
房
律
師
頼
尊
(一
O
二
五
1一

O
九
こ
及
び

そ
の
系
統の
僧の
訓
点
で
あ
る
乙
と
が 、
中
国
博
士
の
研
究に
よ
っ
て
明
に
さ

れ
て
を
り 、
そ
れ
か
ら
考へ
て 、
と
の
訓
点
が
仁
和
寺
系
統の
伝
承
で
あ
る
こ

と
は
疑
無い 。
文
中 、
テ(
ウ)
欠(ス)
天(
テ)
5(ヨ)
な
ど
あ
り 、
ζ
の

字
体は
永
久
よ
り
も
数
十
年
古い
時
代ま
で
遡
る
と
考へ
ら
れ
る
もの
で 、
丁

度 、
頼
尊の
時
代に
相
当
す
る 。
或い
は 、
頼
尊の
訓
法
を
伝へ
た
もの
か
も

知
れ
ない 。

(お) 、
架
蔵(乙
本)
第三・
四・
五・
六・
七
五
帖

粘
葉
装
祈
型
本で 、
奥
警
は
次の
通
りで
あ
る。

(
巻
第三
奥
書)
(墨)
久
安
四
年
(一
一
四
八)
六
月
九白
書
写
了
勝
誉

(
朱)
「
以
同
本
移
点
了」
(
別
墨)
「
同
廿
四
日
交
之」
(
以
上
全
文擦
消)

(
巻
第
四
奥
書)
(
墨)
久
安
四
年
五
月
十三
日
書
写
了
勝
誉

(
朱)
以
同
本
移
点
了
(
別
墨)
六
月
廿
五
日
交
之

(
巻
第
五
奥
書)
(
墨)
久
安
四
年
五
月
廿白
書
写
畢
勝
誉

(
別
墨)
一
交
了
(
朱)
以
岡
本
移
点
了

(
巻
第
六
奥
書)
(
墨)
久
安
四
年
四
月
品川白
書
写
畢
僧
勝
誉(「
勝
誉」
に

「
勝
党」
と
宣
誓
す)

(
朱)
以
岡
本
移
点
了
(
別
墨)
同
六
月
廿
六
日
交
之

(
巻
第
七
奥
書)
(
暴)
久
安
四
年
五
月一
白
書
写
畢
僧
勝
誉

(
朱)
以
同
本
移
点
了
(
別
塁)
間
六
月
廿
六
日
交
之

尚
巻
第
七の
末
尾に
四
行
程
識
語
が
あっ
た
ら
しい
が 、
抹
消の
為 、
最
初

の
三
字
「
大
日
経」
し
か
判
読
出
来
な
い 。

勝
誉
に
つ
い
て
は
未だ
所
見
が
無い 。
勝
覚に
つ
い
て
は 、
同
名の
僧
が
血

脈
類
集記
固
に
見
え
る
(
義
範の
資 、
大
治
四
年
卒)
が 、
年
代が
合は
な
い

か
ら
別
人
で
あ
る 。

本
番
所
用
の
ヲコ
ト

点は
円
堂
点
で
あっ
て 、
仁
和
寺
系
統の
加
点
と
推
定

さ
れ
る 。

(お) 、
仁
和
寺
蔵
本
(
乙
木)
七
巻

本
文は
院
政
時
代
の
書
写で
あっ
て 、
巻第一
の
奥に 、

(
朱)
久
安
四
季
七
月
廿
七
日
於
高
野
奉
受

と
あ
り 、
全
巻に
朱
筆
の
訓
点
が
あ
る 。
ヲコ
ト

点
は
円
堂
点
で 、
久
安
四
年

の
筆
と
認
め
ら
れ
る 。
加
点
者
の
名な
ど
は
判
ら
ない
が 、
円
堂
点
で
あ
る
か

ら 、
仁
和
寺
系
統の
も
の
と
推
定さ
れ
る 。

(幻) 、
東
寺
金
剛
蔵
本
七
帖
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平
安
後
期
苔
写
加
点 、
ヲコ
卜

点に
は
円
堂
点
を
用
ゐ
る 。
識
語
は
無
い

が 、
仁
和
寺
系
統
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る 。

(お) 、
所
在
来
詳
本
巡
第二
一
巻

巻
子
本 。
奈
良
時
代
書
写、
院
政
時
代の
朱
点
あ
り 、
ヲコ
ト

点
は
円
堂
点

を
用
ゐ
て
ゐ
る 。

以
上(幻)
i(お)

の
八
点
は 、
第二
類
と
し
て
総
括
し
た
も
の
で
あっ
て 、

真
言
宗
の
中で
も
仁
和
寺
系
統の
も
の
と
認
め
ら
れ 、
そ
の
訓
法
は
互に一
致

す
る
点
が
多い
が 、
殊に
(幻
C)
と(辺
C)
と(但)
と
は
近
似
し 、
(幻)

と
(お)
と
は
酷
似
する
と
と
が
注
意
さ
れ
る 。
(そ
の
実
例
は
後に
掲
げ
る)

(但)
は
浄
光
房
点
で
あっ
て 、
仁
和
寺
頼
尊
の
流
と
推
定
さ
れ
る(日)
が 、
頼

尊
は
平
救
の
入
室
弟
子で
あ
っ
て 、
し
か
も
五
C)
は
平
救の
訓
説
を
記
し

(
締
法)

た
も
の
で
あ
る
か
ら 、
両
者
が
近い
と
と
は
当
然で
も
あ
ら
う 。
又
(包
C)

は
加
点
者
未
詳
で
あ
る
が 、
乙
れ
ら
と
近い
流
の
併
の
加
点
で
あ
る
と
と
を
推

測
し
得
る
で
あ
ら
う 。

三 、
第三
類
(む)
i(初出)

(む) 、
高
野
山
親
王
院
政
本
七
巻
(
筆
者
未
見)

「
点
研」
四
七
四
頁 、
田
中
椀
堂
「
日
本
写
経
綜
嬰」
三
四
四
頁
所
載 。

(
巻
第
七
奥
書)
(
朱)
長
元
六
年
(一
O
三
三)
十
月
廿
三
日
於
多
武
峰
妙

楽
寺
随
延
股
阿
閣
梨
一本
読
此
経
求
法
沙
門
尭
円

(
容
力)

同
八
年
於
伊
勢
同
長
尾
山
随
本
覚一房
寮
超
阿
閑
梨
重
奉
読
之
十一
月

十
日
読
了

(
巻
第一
か
ら
巻
第
六
ま
で
「
以
此
点
本
伝
説
皐
入
室
弟
子
天
台
僧

法
安、
天
喜
六
年
(一
O
五
八)
二
月
廿
九
日
於
長
尾
吉
祥一一民
読
了」

等
あ
り)

と
の
本に
は
宝
陸
院
点
が
加
点さ
れ
て
ゐ
る
由 、
中
国
博
士
は
指
摘
さ
れ
て

ゐ
る(M)
が 、
「日
本
写
経
綜
嬰」
所
掲の
写
真
に
よっ
て
も
認
知
し
得
る 。

延
殴
は 、
中
田
博
士
は
伝
未
詳と
さ
れ
た
が 、
明
匠
略
伝に
よ
れ
ば 、
俗
姓

橘
氏 、
但
馬
問の
人
で 、
十
六
歳
の
時
叡
山に
登
り 、
慈
仁
僧
正
を
師と
し
て

登
壇
受
戒
し 、
静
照・
清
禅に
従っ
て
受
学し 、
後
尋
円
律
師
か
ら
も
受
法
し

た 。
克
仁
の
末に
慣
闘の
地
を
厭
う
て
多
武
峯に
艶
居
し 、
内
典
外
典に
通
じ

た 。
後
本
山花
還
っ
た
が 、
山
門
寺
門
の
誼
諜
を
避
け
て
醍
醐
寺に
移
り 、
小

野
僧
正
仁
海
か
ら
重
ね
て
両
部
密
濯
を
避
け
た 。
観
音
寺
北
麓に
革
路
を
営ん

で 、
永
承三
年
(一
O
四
八)
三
月
五
日
八
十三
歳
を
以
て
入
滅し
た 。
大
原

法
杭・
持
明一房
と
称
せ
ら
れた 。
日
本
天
台
史で
は 、

良
源
l

尋
抑
|

尋
円
l

延
股

皇
陵
|

明
快
|

延
殴

の
ニ
法
統
を
掲
げ
て
ゐ
る
(
本
朝
高
僧
伝
に
も日比
え
る) 。

発
円
に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
が 、
明
伺
天
台
書
籍
綜
合
目
録
(五
四
九
頁)

所
載の士口
水
球
持
明
房
流の
奥
替に
「
長
元
九
年(一
O
三
六)
歳次丙子

七
月
:

・
尭
円
示」
と
あ
る
由 、
又 、
乙
の
親
王
院
本
の
加
点
者で
あっ
て 、
所
用
の

ヲコ
ト

点
が
宝
値
院
点
で
あ
る
ζ
と
か
ら 、
延
殴の
弟
子で
あっ
た
天
台
僧で

あ
ら
う
と
考へ
ら
れ
る 。
尚 、
東
大
寺
図
書
館
蔵
本の
法
慈
文句
巻
第
二
の一

帖
は 、
十一
世
紀
前
半
頃の
書
写
加
点に
属
す
る
も
の
で 、
そ
の
本
文に
は
墨

筆
の
ヲコ
ト

点を
施
し
て
ゐ
る
が 、
そ
の
奥に
忠一
筆で 、

(ワ)(ワ)

奉
受
門
人
法
華
文
句一
部

為
興
隆
仏
法
也
(「
仏」
字
欠
損)

天
台
僧一発
円
(「
発」字
欠
損)

な
る
識
語
が
あ
り 、
全
文を
擦
消
し
て
ゐ
る 。
と
の
僧
名の
第一
字
は 、
「
光」

の
や
う
に
も
見
え
る
が 、
上
部の
横
画
は
続
い
て
ゐ
て
「
土」
の
や
う
に
見

え 、
「
完」
字の
草
体で
は
な
い
か
と
考へ
ら
れ
る 。
も
し
「
莞」
と
訓
じて
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平 安 時 代 の 古司Ii点 の 語集の 性格

よ
け
れ
ば 、
時
代
も乙
の
大
日
経
の
加
点
さ
れ
た
長
元
六
年
頃
と
符
合
す
る

し 、
ヲコ
ト

点は
第
五
群
点
で
あっ
て 、
宝
瞳
院
点
と
は
別
で
あ
る
が 、
同
じ

く
天
台
宗
比
叡
山
所
用の
点
と
考へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。

「
祭
超」
の
「
寮」
は
或
い
は
「
容」
で
は
な
い
か
と
思は
れ
る 。
架
蔵
大

日
経
疏
巻
第
十六
(
克
治
二
年
書
写

、
保
延
四
年
移
点)
の
奥
書
の
中に 、

保
延
四
年三
月六
日
於
尚
舎
亭
以
容
超上
人
本
移
点
己
了

と
あ
り(
巻
第
十
七
奥
書
も
略 ミ
同
様) 、
鯛
一仰
天
台
書
籍
綜
合
目
録
に
よ
れ
ば 、

吉
水
蔵
般
若
菩
薩
銀
行
念
謂
儀
軌
の
奥
蓄
に

、

究
弘
九
年壬子(一
O一
二)
八
月
・

於
長
尾
山
書
写
了
天
台
山
僧
答

超
本

と
あ
り
(七
三
八
頁) 、
同
蔵
聖
無
動
尊
決
秘
要
義
(
安
然
撰)
の肉声
書に 、

寛
弘
八
年
八
月
十
二
日
書
僧
容
超
之
本

と
あ
り
(七
四一
頁) 、
同
政
北
斗
儀
軌
の
奥
書に 、

長
和二
年
(一
O一
三)
四
月・・:
於
長
尾
山
書
之
僧
割制

と
あ
る
(七
八
五
頁) 。
又
吉
水
球
嘉
穂二
年(一
二
二
六)
五
月
五日
の
目
附

あ
る
目
録の
中に
「
樹剖
密
印
十
八
枚一
結」
と
あ
る
の
もζ
の
僧
で
あ
ら
う 。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
て 、
天
台
宗
で
長
尾
山
に
在っ
た
僧
で
あ
る
と
と
を
知

る 。乙
の
親
王
院
蔵
本
は 、
延}肢の
訓
読
を
莞
円
が
伝
受
し
て
加
点
し
た
も
の
で

あ
る
乙
と
が
知
ら
れ
る 。
そ
し
て 、
延
肢
は
天
台
僧
で
あ
り
な
が
ら 、
仁
海
か

ら
両
部
密
濯
を
受
け
て
ゐ
る
所
を
見る
と 、
真
言
教
学
を
も
兼
学
し
た
人
と
考

へ
る
ζ
と
が
出
来
る
や
う
で
あ
る 。

(
詑) 、
慶
応
義塾
図
書
館
蔵
本
巻
第一

首
欠一
帖

粘
葉
装 、
平
安
後
期
書
写、
奥
に 、

(
点)

(マ
マ)

(
朱)
康
平
七
年(一
O
六
四)
正
月
十
九
日
於
浅
間
宮
哩
了
天L
沙
門
僧

(
花
押)

(
怒一)
右
本
累
代
之
儀
宝
以
雄
有
恐
竜
奉」
伝
説
加
奥
為
恐、
、

法
務
所
大
僧
正
公
助

な
る
識
語
が
あ
る。
公
助
は
尊
卑
分
脈
に 、

(
藤版)

法
務
大
僧正
横
河
長
支

実
冬
|

公
量

」1
実
尚
l
山

公
助

定
法
寺

-1
実
助

と
あ
る
人
で
あ
ら
うか
と
忠
は
れる 。
同
蓄
に
別
に 、

(
雄前叩)

イ
法
印
縮大
他
都
イ
改
兼応

兼
綱
|

仲
光
1

寅
助
山

公
助

パ沿い
…際谷

仏
頂
口出

イ永正七五甘一
入滅

と
あ
る
の
と
同
人
か
否
か 、
未だ
確め
ない 。
(
尚
捌
糊
天
台
書
籍
綜
合
目
録
に

は
公
助
の
識
語
を
多
く
載
せ
る)

本
書は
全
巻
に
豆っ
て
成
平
七
年の
朱
筆
の
訓
点
を
附
し
て
ゐ
る 。
ヲコ
ト

点
は
第
五
群
点
に
属
す
る
が 、
と
れ
と
金
同
の
形
式
は
他
に
未
だ
見な
い 。

(幻) 、
三
井
法
明
院
政
本
七
巻
(筆
者
未
見)

「
点
研」
二
八
0・
五
八
六
頁 、
「
蹴
点
本番
目」
二
九
頁
所
載。
奥
舎
は
次

の
如
く
で
あ
る 。

(
巻
第一
奥)
(
墨)
寛
治二
年
(一
O八
八)
一二
月
廿一
日
以
鶏
足
房
御
本

書
写
之
了

(
朱)
以
同
六
月
七
日
移
点
了
間
八
月
十
七
日
皮
寅
於
勝
随 一民
座
下一本

読
了

間
受
佐
君
立
妙一民
善
集
房
明
星
房
寂
勝一房
浄
善 一房
光
浄
房
箆
称
房
沙
門

回目
返
記
之

此
経
本
是
披
雲
房
僧
都
御
読
也
云々

(
墨)
久
安
四
年
(一
一
四
八)
五
月
廿一
日
以
法
眼
御
房
本
交
了
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件
本
是
昌
返
阿
閣
梨
自
筆
本
也
珍
慶
記
之

久
安
五
年
正
月
十一
日
限
諮問
市川房座下
自
余
巻
題
許
奉
受
了

四
月
廿
五
六
両
日
之
問」
奉
読
月
上
房
了」
伝
領
行
弁
(
従)

(
巻
第
六
奥)
(
前
略)
本
云
天
喜
六
年
戊
成
六
月三
日壬寅
奉
徳
披
雲一房
律
師

奉
読
了

(
他
に
巻
第二
よ
り
巻
第七
ま
で
各
巻
奥
書
あ
り 、
略)

右
の
識
語に
よ
れ
ば 、
本
警の
組
本
は
鶏
足一房の
御
本
で
あ
っ
て 、
そ
れ

に 、
天
喜
六
年
(一
O
五
八)
に
披
雲
房
僧
都
に
従ひ
奉っ
て
読
み
奉っ
た
訓

点
が
あっ
た
が 、
そ
れ
を
僧
昌
遅
が
寛
治
六
年
四・
五
月に
書
写
し 、
同
年
六

月
移
点
し 、
同
年
八
月に
勝
隆一民の
座
下
に
て
読
み
奉っ
た
もの
で
あっ
て 、

乙
の回目
退
の
本
を 、
大
治
五
年に
某
僧
が
賢
林一房
よ
り
奉
受
し
(
巻
第
六・
七

奥
害) 、
更に
仁
平二
年に
月
上
房
に
よ
っ
て
読
み
奉っ
た
も
の
で
あ
る 。
原

本
未
見の
為 、
大
治
以
下
の
識
語
の
内
容
が
必
ずし
も
明
確で
な
い
が 、
ζ
の

本
の
祖
本に
披
雲
房
僧
都の
訓
点
が
存
し
た
乙
と
は
確で
あ
る。
所
で 、
目別
足

房
は
念
円
(一
O一
四
|一

O
八
三)
で
あ
ら
う。
念
円
は 、
康
平
四
年
(一

O
六
二
竜
花
院
初
阿
閣
梨に
補せ
ら
れ 、
承
暦三
年(一
O
七
九)
権
律
師 、

永
保
三
年(一
O
八
三)
十二
月
六
日、
七
十
歳
で
卒
し
た(時)。
又
披
雲 一民
は

頼
尊
(
九
九
八
|一

O
六
四)
で
あ
ら
う。
頼
尊
は
加
賀
国の
人
で 、
長
徳
四

年
に
生
れ 、
鹿
件
阿
閤
梨の
入
室
弟
子
と
な
り 、
天
喜
五
年
(一
O
五
七)
権

律
師
に
任ぜ
ら
れ 、
出版
平
六
年
(一
O
六
三)
少
僧
都
に
上
り 、
翌
七
年
九
月

十
九
日、
六
十
七
歳
で
没
し
た(
担。

念
仏三
昧
記一
巻
の
撰
が
あ
る(げ)(悶)。

本
書に
は
西
基
点
が
附せ
ら
れて
ゐ
る
由で
あ
る
が 、
訓
法
の
内
容に
つ
い

て
は
米
勘
で
あ
る。
し
か
し
奥
蓄
に
よ
れ
ば 、
恐
ら
く
図
城
寺
所
伝の
訓
法で

あ
っ
て 、
そ
の
祖
点
は
披雲
房
頼
尊
の
点で
あ
ら
う。

(担) 、
図
城
寺
蔵
本
巻
第
四
一
巻

(
仁
平
力)

仁
二
年

巻
子
本。
請
来
経
と
伝へ
ら
れ 、
端
麗
な
筆
致
の
本
文で
あ
る。
奥に
智
証

大
師
円
珍の
自
筆
で

(
墨)
一
遍
勘
了
未
得
委
細
九
月
廿
九
日」
沙
門
珍
記」

と
あ
る。
但
し
ζ
の
識
語は
本
文の
校
勘に
関
する
もの
で
あっ
て 、
訓
点
と

は
無
関
係
で
あ
る。
訓
点
に
は
白
点(
平
安
後
期)・
朱
点(
平
安
後
期)
及
び

墨
点
(
院
政
期)
の
三
種
が
あ
り 、
白
点
及
び
朱
点は
ヲコ
ト

点
に
宝
随
院
点

を
用
ゐ 、
墾
点
は
仮
名
点
で
あ
る。
円
珍
の
訓
点
は
存
在し
な
い。
乙
の
本
は・

恐
ら
く

比
叡
山
の
訓
法
を
伝へ
て
ゐ
る
も
の
と
推
定さ
れ
る。

(お) 、
醍
醐
寺
蔵
本
(
甲
本)
巻
第二・
三・
四・
五・
六・
七
六
巻

巻
子
本で 、
次
の
や
う
な
奥
書
が
あ
る。

(巻
第
四
奥
書)
(朱)
九
月
廿
四
日云、

(
巻
第
六
奥
書)
(
翠)
始
自
天
永二
年
四
月
八
日
於
法
輪
院
御
房
座
下
累
受

此」
経
第一
4
胴十
第二
師
同廿三
第三
畑
一向廿五
第
四
明
日…廿六」
第

五
畑
一日廿八
第
六一」
悶一

日」

同
聴
心
観
君
延
猷
依
奉乗

覚
記

(
朱)
大
治
三
年三
月
仲旬
之
比
於
冨
家
殿
請
実
相一房
御
本
移
点
校
勘
了」

件
本
者
実
相 一民
僧
正
奉
随
大
阿
閣
梨
御一房
令
点読
給
正
本
也」乗

覚
記」

(巻
第
七
奥)
(朱)
大
治
三
年
三
月
仲
旬
之
比
冨
家
殿
以
実
相
房
御
本」
移

点一
校
了
(「之」
字
欠
損)

14 

乗
党

(
他
巻
に
は
奥
書
無
し)

糊
離
れ
が
あっ
て
剥
離
し
て
ゐ
る
が 、
全
巻に一
筆
の
筆の
訓
点
(ヲ
コ
ト

点
は
西
迄
点)
が
あ
る。
乙
れ
は
奥
警
に
言ふ
大
治三
年
(一
一
二
八)
に
乗



覚
の
加へ
た
点
で
あ
る
が 、
そ
の
狙
点
は 、
実
相
房
御
本
で
あ
り 、
そ
の
「
件

本」
と
い
ふ
の
は 、
実
相
房
僧
正
が
大
阿
閣
梨
御
本に
随ひ
奉っ
て
点
読
し
給

う
た
正
本で
あ
る
とい
ふ
の
で
あ
る 。
又乙
れ
よ
り
先 、
天
永二
年
に 、
同
じ

乗
党
は 、
法
輪
院
御
坊
の
座
下
に
て
ζ
の
経
を
菜
受し
た
の
で
あ
る
が 、
法
輪

院
御
坊
は 、
画
僧
と
し
て
著
名な
鳥
羽
僧
正
覚
猷
(一
O
五
三
|一

一
四
O)

で
あ
る 。
寺
門
派
の
僧で 、
覚
円
大
僧
正
の
弟
子で
あ
り 、
又
頼
豪
の
弟
子で

ネ山
ヲ匂。

平安時代の古司11点の語震の性格

所
で 、
覚
猷
よ
り
架
受し
た
と
い
ふ
こ
と
と 、
実
相一民の
御
本
か
ら
訓
点
を

移
点
し
た
と
と
と
の
関
係
は
如
何
と
考へ
て
見る
の
に 、
右
の
識
語
か
ら
見
る

限
りで
は
必
ず
し
も
分
明で
は
な
い
け
れ
ど
も 、
恐
ら
く 、

実
相
房
の
訓
点を

移
点
し
て
お
い
て 、
そ
れ
に
添っ
て
覚
猷
か
ら
読
法
を
梨
受し
た
と
い
ふ
の
で

は
な
か
ら
う
か 。

所
で 、
実
相
房
と
は
誰を
指
すの
で
あ
ら
う
か 。
こ
れ
に
擬
せ
ら
れ
る
僧が

二
人
あ
る 。
心
誉(
九
七一
1l一

O
二
九)
と
頼
豪(一
O
O
四
一
O
八
四)

と
で
あ
る 。
し
か
し
ζ
の
内 、
僧
正
に
至っ
た
の
は
心
誉
の
み
で
あっ
て 、
頼

豪
は
僧
正
に
補
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い 。
奥
警に
は
「
実
相
房
僧
正」
と
あ
る
か

ら 、
と
の
点
だ
け
か
ら
見
れ
ば 、
ζ
の
実
相
房
は
必
誉
か
と
い
ふ
乙
と
に
な

る 。
し
か
し
更
に
そ
の
師
の
大
阿
閣
梨
と
い
ふ
の
が
誰
か
と
い
ふ
問
題
が
残

る 。
心持山
の
師に
は
穆
算 、
頼
豪
の
師に
は
心
誉
と
行
円
と
が
あ
る 。
穆
算
は

阿
悶
梨
と
は
呼
ば
れ
た
が
「
大
阿
閥
梨」
と
呼
ば
れ
た
例
は
未
だ
見
出
す
と

と
が
出
来
な
い 。
一
方 、
行
円は
唐
坊
大
阿
関
梨
と
称
せ
ら
れ 、
そ
の
訓
点
や

訓
法
も
多
く

伝へ
ら
れ
て
ゐ
る
人
で
あ
る 。
又 、
高
山
寺
蔵
聖
無
動
尊
大
威
怒

王
念
論
儀
軌
の
天
喜二
年
(一
O
五
四)
の
奉
随
識
語 、
石
山
寺
蔵
胎
蔵
次
第

の
天
喜三
年
(一
O
五
五)
受
申
識
語 、
東
寺
金
剛
蔵
大
日
経
広
大
成
就
儀
軌

巻
下の
延
久二
年
(一
O
七
O)
奉
従
識
語 、
東
寺
金
剛
蔵
大
聖
妙吉
祥
菩
薩

説
除
災
教
令
法
輪の
承
保
元
年(一
O
七
四)
奉
点
識
語(ゆ)
に
見
え
る
実
相一房

は 、
何
れ
も
そ
の
年
代か
ら
見
て 、
心珠山
で
は
な
くて

頼
家で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い 。
彼
此
同一
人
で
あ
る
必
要は
な
い
や
う
な
も
の
の、
私
の
印
象
で
は 、

ζ
の
醍
醐
寺
本に
い
ふ
実
相一際
も 、
や
は
り
頼
豪で
あっ
て 、
乙
の
識
語を
乗

覚が
記
し
た
大
治
三
年
と
い
ふ
時は 、
頼
豪
入
滅
後
既
に
四
十
四
年
を
経
過
し

て
ゐ
た
時で
あ
る
か
ら 、
僧
正
と
誤っ
て
記
し
た
の
で
は
あ
る
まい
か 。
さ
う

と
す
れ
ば 、
大
阿
閣
梨行
円に
髄っ
て
実
相一房
頼
豪
の
加
点
し
た
点
本か
ら 、

更に
そ
の
孫
弟
子に
当
る
乗
党
が
移
点
し
た
とい
ふ
と
と
に
なっ
て 、
話
も
よ

く
通
る
と
考へ
る
の
で
あ
る 。
若
し
か
や
うな
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば 、
本

点
の
祖
点は
行
円に
ま
で
遡
る
とい
ふ
乙
と
が
出
来
る 。
そ
の
法
統
は
次
の
如

く
な
る 。月?

実
相一房一
法
輪
院
御
房

さ
|

市符

晴川一
|

型車
l|

党
猷
|

乗
覚

本
書の
ヲコ
ド

点
は
西
基
点
で
あ
り 、
極
め
て
粗
な
る
点
で
あ
る 。

(お) 、
高
山
寺
蔵
本
巻
第二・
四・
五・
六・
七
四
巻

(ワ)

(
巻
第二
奥
書)
(墨)
能
吹

(
巻
第
七
奥
書)
(
墨)
於
宝
仙
一房
以
別
本
先
年
奉
読
了
実
克

件本
焼
失
了
後
此
本
点
了

以
上
は
年
紀
は
無い
が 、
院
政
末
期の
筆
で
あ
る 。
宝
泉一屍は
天
台
宗
叡
山

系
統
の
寺
院で 、
大
原
勝
林
院
の
塔
頭
で
あ
る 。
右
の
宝
泉一房の
実
究に
つ
い

て
は 、
尊
卑
分
脈
村
上
源
氏
条
に 、
山
権
僧
正

雅
兼
l

定
房
|

雅
光
|

実
党
(
頭
注
云
「
覚 、
今
鏡
作
究」)

と
あ
る
実
覚
が
実
究の
誤
と
す
れ
ば 、
時
代
も
合ふ
ζ
と
に
な
る 。
し
か
し
法

統に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る 。
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本
蓄
には
朱
墨
二
種の
訓
点が
ある
。

初
点は
朱
点で
あ
っ
て 、
ヲ
コ
ト
点

に
宝
値院
点
を用
ゐ 、
院
政
中
期
頃の
加
点で
ある
。

宝
陸院
点は
叡山
所
用

の
点で
ある
か
ら 、
乙の
点は
叡山
僧の
加点で
あ

っ
た
乙と
疑
無
い 。次
点

は
盤
点で

仮名
点で
ある
が
、

その
年
代は
院
政
末
か
ら
鎌
倉
初
に
か
け
ての

頃と
推
測さ
れ
る
。

宝
泉
房
云
の々
識
語は
、

恐
ら
く
墨
点と
同
筆で
あ
ら

う 。
「以
別
本
先年
奉
読
了」と
は
、

或
いは
朱
点の
方
を
示す
もの
で
、

そ

の
祖
点
本が
焼
失
し
て
し
ま
ひ 、
後
に
との
本
に
(
怨一点
で)
加
点
し
たと
い

ふ
乙と
で
あ
ら
う
か 。と
に
か
く 、朱
点と
恐一
点と
の
聞
には
極
め
て大
き
な

差
異が
ある
。

(幻) 、
輪
王
寺
阪
本
七
帖

粘
葉
装。
院政
時
代書
写 、
当
時加
点の
朱
点
あり
、

ヲ
コ
ト
点は
西
基
点

で
ある
か
ら 、
恐
ら
く
図
城
寺
系
統の
訓
点で
あ
ら
う 。

以
上(幻

)
l(
幻)
の
七
点は
、

何れ
も 、
その
識
語
又は
所
用
の
ヲ
コト

点
に
よ
っ
て 、天
台宗
関係
の
訓
法
を伝
へる
もの
と
考
へ
られ
る
が
、
乙れ

らは
、

後
に
示す
如
く 、
訓
法
が
各
個区
で々
あ
っ
て
統一が
無
いと
い
ふ
特

徴が
看
取さ
れ
る
。

四
、第

四
類

(似)
i
a)

(似
て
石山
寺
蔵
本
巻
第
七
一巻

朱
筆
によ
る
本
文の
校
合と
仮名
と
が
僅
に
存す
る
の
みで
、

ヲ
コ
ト
点
も

見
え
な
い 。院
政
初
期
頃の
筆
かと
見
られ
る
が
、

詳
し
くは
定
め
得
な
い 。

(お)(但)(お)
な
どと
は
一
致
し
な
い 。天
台宗
系で
は
な
い
かと
も
疑は
れ

る
が
、

確で
な
い 。

(必) 、
御
茶の
水
図
書
館
蔵
本(
成
貧
笠
文
庫
本)
巻
第
五
一巻
(
悠
者
未

見)
「成
貸
堂
善
本
番
目」
六
三
頁所
載 。
鎌
会
初
期書
写・
附訓
。

巻
末
に「承

元
弐
(一
二
O
八)
五
月
日
僧
慶幸
書
写
皐」の
識
語
ある
由 。

(必) 、
醍醐
寺
蔵
本
(
丙
本)

巻第
一
・二
・
三・四
・
五・
六
六
帖

粘
葉
本。巻
第
七
を欠
き 、
又巻
第
四は
巻
首
数葉
の
み
を
留
める
。

仁治

二年

ご
二
四
こ
書
写
奥書
、

正中
二
年

ご
三
二
五)
奥書
、

永
正
七年

(一
五一
O)
移
点
奥
警
な
どが
ある
が
、

その
後
に
更
に
「中
院
本
奥書
」と

し
て 、天
喜
六年
(一
O
五
八)
の
明
算の
奥書
(
前
掲 、
(ロ)
参
照)
を
転

写
し
て
ゐる
。

訓
点は
朱
点
(ヲ
コ
ト点
は
東
大
寺
三
論
宗点
) 、
墨
筆の
(
仮

名)
を
有す
る
が
、

諸訓
法
が
爽
雑
し
て
ゐる
と
認
め
られ
る
。

(似
て
高
知
県
金
剛
頂
寺
蔵
本
七
巻

弘法
大
師空
海の
請
来
経と
伝
へ
られ
る
もの
だが
、

平安
初
期
写
経と
も

見
られ
る
。

本
文は
七巻
僚
巻で
ある
が
、

巻
第
一の
み
無
点 、
巻第
二
以
下

には
器一
筆の
仮名
点が
ある
。

南
北
朝
時
代
或
いは
室
町
初
期の
加
点で
あ
っ

て 、
その
訓
法
は
天
台宗
の
訓
法
に
近
い
や
う
に考
へ
られ
る
が
、明

で
な

以
上
(制)
i(HH)
の
三
点は
、

点法
未
詳
又は
爽
雑
し
た
もの
な
どで
あ

る
。
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(
注)

(1
)
中
田
祝
夫
「
古点
本
の
国語
学
的
研
究

頁 。

(2
)
注(1
)
文
献
六
三
九
頁 。

(3
)
先
徳
略
名
口
決
(
続
群
書
類
従
巻
第
八
四
五)

zv 。新
制
侃一服

(4
)
尊
卑
分
脈
に
は
ζ
の
系
譜
見
え
ず 。

総
論
篇」
三一
四・
三一
五

に 、
次
の
や
う
に
見
え



平安時代の 古 訓 点の語集の性格

(
5)

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
「
仁
和
寺
史
料
第一
」
所
収
の
窓
山
書
写

本
に
拠
る 。

(
6)
血
脈
類
集
記
第
三 。

(
7)
血
脈
類
集
記
第
四 。
仁
和
寺
諸
院
家
記 。

(
8) ，
血
脈
類
集
記
第
四 。
仁
和
寺
諸
院
家
記 。
シ
ヤ
ウ
ケ
イ
の
訓
法
は 、
先

徳
略
名
口
決
「
聖
恵」
に
よ
る 。

(
9)
一一向
山
寺
蔵
本
真
言
系
図 、
並
に
血
脈
類
集
記
に
よ
る 。

(
叩)
小
林
芳
規
「
訓
点
記
載
の一
様
式
に
つ
い
て
の
報
告」
(
訓
点
語
と
訓

点
資
料
第
二
十
四
輪 、
昭
三
七・
一
二)

(
日)
注(
1)

文
献
三
八
六
頁 。

(
ロ)
注(
1)
文
献
四
七
九
頁
に
所
載
の、
東
寺
三
密
蔵
金
剛
頂
稔
伽
護
摩
儀

軌
の
項
に
引
用 。

(
臼)
注(
1)
文
献
四
三
O
頁 。

(
U)
注(
1)
文
献
四
七
四
頁 。

(
日)
寺
門
高
僧
記
四 。
僧
綱
補
任
四 。

(
お)
図
城
寺
伝
記 。
僧
綱
補
任 。

(
幻)
長
西
録 。
蓮
門
録 。

(
国)
披
雲
房
と
称
せ
ら
れ
た
人
に
は 、
他
に
阿
閑
梨
敬一
(
八
六
八
|

九
四

九)
が
あ
る
(
図
城
寺
伝
記
六・
寺
門
伝
記
補
録
十
三)
が 、
識
語
中

に
「
天
喜
六
年
彼
雲
房
律
師」
と
あ
る
の
と
年
代
が
合
は
な
い 。

(
四)
以
上
四
点、
何
れ
も
注(
1)
文
献
二
七
九
|二

八
O
頁 。

四

ζれ
ら
諸
点
本
の訓
法
に
つ
き 、
以
下
比
較
検
討
し
よ
うと
思
ふが、
何分

長
い年
月
に
亘
る調
査
で
あ
っ
て 、
ノ
ー
ト
の
十分
で
な
い
も
の
も
あり、

又 、
点
本
に
よ
っ
ては
欠巻
又は
欠
失
部分
が
あ
っ
て
比
較対
照
に
不都
合
な

場
合
も多
く 、
又
未
だ
披
聞
の
機
に
恵
まれ
な
い
本
も多
い
ので、
乙
の
比
較

研
究
には
自
ら
係り
な
い
点が
多
い
乙と
を 、
最
初
に
断
っ
て
お
か
な
けれ
ば

な
ら
な
い 。

調
査
の
観
点は
勿
論
全
文
に
亘
る
ので
あ
るが、
殊
に
比
較
検
討
に
便と
患

は
れ
る
若
干
の
箇所
を
抜
出
し
て
論
ず
る
こと
と
す
る。

〔
比
較第
一例
〕
(
巻
第
二

(
原
文)

我
当上
昇
種
種
神
変 、
云
何
撃
鼓
心 、
調
修
順
是
法 、
我
当
撃法
鼓 、

れ

i1lil

lll111111111Illit--

(U
B)
(
西
大
寺
本
承暦
点
)
我
当
に
程
種
の
神
変
に
上
昇
せ
むと
イ
フ
ソ 、

云
何
か
撃
鼓
心と
い
ふ・
謂(
く)
是(
の)法
に
修
順(す
る)
そ 、
我
当

に法
鼓
を
撃(
た
む)ト
イ
フ
ソ
れ

Ill11

11111Ill1111}}ip-­

(
ロ
)
(竜
光
院
本
天
喜点
)
我
当
に
種
種(
の)
神
変
に上
昇セ
ムト
イ
フ
ソ

-一玄
何
撃
鼓
心・
謂(
ク)
是
の法
に
修
順
し
て 、
我
当
に法
の
鼓
を

撃(
た
む)と
い
ふ
そ

れlil--

1111111111

(
M
)
(
醍
醐
寺
本
院
政
期点
)
我
当
に
種
種
の
神
変
ア
ラ
ム(
に)上
昇
せ
む

IllIlli--ー
ー

キヤタ
タ

刊
訂
フ
ソ 、
云
何
(
か)
撃 。
鼓
心
(と

い
ふ) 。
謂
く
是
の法
に
修
順

、lll
れ
Illl

円|Ill1111111

し
て 、
我
当
に法
の
鼓
を
撃
タ
ム
ト
イ
フ
ソ

以
上、
第
一
群
点で
は、
「
当」
字
を訓
ず
る
の
に
何れ
も一
様
に
「
当ニ 、

・:セ
ム
ト
イ
フ
ゾ」
の
形で
訓
じ
て
ゐ
る 。
一二
の
少
異は
あ
る
けれ
ど
も 、

乙
の
点
に
つ
い
ては、

何れ
も同
一
の訓
法
を
し
て
ゐ
る 。
「
当」
を訓
ず
る

の
に 、

再
読
方
式と
せ
ず 、
乙
の
や
う
な
方
式
を
取
る
のは、
比
較
的
古
い
時

代
の訓
法
と
見
る
乙と
が
出
来
る 。

(幻
B)
(
国
会
図
書
館
本
平
安
中
期
点)
我は
当
に上
昇(
し

て)
種
種
の
神
変

(?)

 

に
ア
ラ
ムト
イ
フ
ソ 、
云
何
撃
鼓
心 、
謂(
く) 、
是
の法
を
惰
順
す
る
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を 、
九

割叫
法
の
鼓を
撃(
ち)
て(
す)〔
当〕
し
ト

オモ
フ
ソ

れ

fpill

へ

(幻
C)
(
同
治
安
点)
我
当
に
上
昇
し
て
種
種
の
神
変あ
る〔
当〕
シ
ト

オモ

引刊川、
云
何
撃
鼓
心 、
謂(
く)

是の
法
を
筒
順し
て 、
我
法
の
鼓
を

内，

へ

撃
ツ〔
当〕
シ
ト

オ
モ
フ
ソ

れ
ill-o

へ

(幻
D
E)
(
向
嘉
承
保
安
点)
我
当に
上
昇(
し)
て
程
程の
神
変
アル〔
当〕

u、
云
何
撃
鼓
心 、
謂(
く) 、

是(の)
法
を
惰
順(
し)
て
我
当
に
法
鼓

を
撃
ツ〔
当〕(
し)

(m
D)
(
五
島
本
長
暦
点)
我
到叫上
昇
い訂
種
種の
神
変
アル〔
当〕(
し)
と

引引対
ソ 、
云
何
鼓
心 、
調(
く)

是(の)
法を
修
順(
し)
て 、
我
当
に

法
の
鼓
を
撃(つ)〔
当〕(し)
と(
お
もふ)
そ

れ

4111

へ

(
幻
)
(
仁
和
寺
本
究治
点)
我
当に
上
昇(し)
て
種
種
の
神
変
アル〔
当〕
し

ト
オモ
フ 、
云
何
撃
鼓
心 、
謂(
く)

是(の)
法
を
修
順(
し
て) 、
我

当
に
法(の)
鼓
を
撃つ〔
当〕(
し)
ト

オ
モ
フ
ソ

(
民
)
(
架
蔵
本
永
久
点)
我
当
に
上
昇(し)
て
種
種
の
神
変(あ
る)〔
当〕

(
し)
と(
お
もふ)
そ 、
云
何
撃
鼓
心 、
謂(
く)

是(の)
法
を
修
順(
し

て) 、
我
当
に
法
の
鼓
を
撃(つ)〔
当〕(
し)
と(
お
もふ)
そ

(
お
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)
我
割削上
昇
川引
種
種の
神
変
(あ
る)

円剖叫

(
し)
ト

オモ
フ
ナ
リ 、

云
何
撃
鼓
心 、
謂(
く)

是(の)
法(
を)
修
順

(
し
て) 、
我

剖河川叫
法
の
き
撃(つ)

到羽と
(
匠
~「草」)

到

フ
ソ

以
上
第二
類(幻)
i(お)

の
五
点
に
於
て
は 、
「
当」
字
を二
例
と
も
再
読

と
し
て
ゐ
る 。
又 、
一
二
少
異
は
あ
る
が 、
「上
昇
種
種
神
変」
を
返
読
し
な

い
と
と
、「是

法
を
修
順(
し)
て」
と
訓
むこ
と
(
第一
類で
は
「
是
法
に
修

順
し
て」
と
訓
ん
だ)
な
ど 、
共
通
し
て
ゐ
る
と
と
が
判
明
す
る 。
即
ち 、
第

一
類
と
第二
類
と
の
問
に
は 、
右
の
や
う
な
相
違
点
が
あっ
て

、
同
じ
真
言
宗

の
中で
も 、
小
野
流
系の
方が 、
広
沢
流
系
よ
り
も 、
比
較
的
古い
形
を
示し

て
ゐ
る
ζ
と
が 、
少く
と
も

右の
部
分
につ
い
て
は 、
認
め
る
乙
と
が
出
来

る 。
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ζ
れ
に
対
し
て 、
第三
類 、
即
ち
天
台
宗
の
訓
法
が 、
ど
の
や
う
に
なっ
て

ゐ
る
か、
生
憎
適
当
な
比
較
例
を
見
出
し
得
な
い
が 、
最
後
の
匂に
つ
い
て 、

(幻)
(
輪
王
寺
本
院
政
期
点)
当
に
法
鼓
を
撃
ツ〔
当〕
シ
ト
ヲモ
フ
ナ
リ

の
や
うに
「
当」
を
再
読
と
し
て
を
り 、
且つ 、
第二
類
が
オモ
フ
ソ
と
あ
る

所
を
オ
モ
フ
ナ
リ
と
し
て
ゐ
て 、
比
較
す
れ
ば 、
更
に
新
しい
傾
向
を
持っ
た

訓
法
と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来る 。

〔比
較
第二
例〕
(
巻
第
二

八
第一
類V

(U
B)
(
西
大
寺
本
承
暦
点)

(
U
)
 

八
第二
類V

(
醍
醐
寺
本
院
政
期
点)

(幻
B)
(
国
会
図
書
館
本
平
安
中
期
点)
顕

(幻
C)
(
同
治
安
点

(幻
D
E)
(
同
嘉
承
保
安
点)

(辺
B)
(五
烏
本
角
錐
平
安
中
期
点

(n
D)
(
五
島
本
長
暦
点)

(
お
)
(
仁
和
寺
本
究
治
点)

(
但
)
(
架
蔵
本
永
久
点)

(
部
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)

顕 顕
0 ι 倣j芸敵の

諸の 諸の
顕 顕 顕 顕 顕 顕 担額

倣; ;敵5敵の敵の自敵 敵の盟最善敵のの ヵ μ、 一諸の 諸の 諸の諸の 諸 諸の 諸ーの 諸の
楼

観と

楼

観と

楼

観と

楼

観

楼 楼

観 観

楼 楼

観 観

楼

観

楼

観



0
生
反・
ナキナル丹

(
慶
応
本
康平
点
)
顕

敵

諸
楼
観

ロアキラ力ナル
志
常
反
平
治
也の
の

(
輪
王
寺
本
院
政
期点
)
顕
敵

諸
楼
観

ホカラカナル

右
の
例
は
、

「
顕
敵」の
字
面の
訓
法
が
、

各類
区
で々
あり
、
し
か
も 、

同
類
の
中
で
も
必
ず
し
も
統一さ
れて
ゐ
な
い
乙
と
を
示
し
た
もの
で
ある
。

乙の
や
う
な例
だ
け
を
見て
ゐる
と 、
全
く訓
法
の
系
統
な
どは
認
め
に
く
い

と
感
ぜ
ら
れる
の
で
ある
。

〔
比
較第
三例
〕
(巻
第

二

八
第
一類
V

(
U
B)
(
西
大
寺
本
承暦
点
)

(
H
)
(
醍
醐
寺
本
院
政
初点
)

八
第
二類
V

メタルナリ

(幻
B)
(
国
会
図
書
館
本平
安
中
期点
)
復
周
於

メタル

(幻
C)
(
同
治
安点
)

復

周
於

(幻
D
E)
(
同
嘉
承
保安
点
)

復
周
於
る

(泣
C)
(
五
島
本平
安
中
期点
)

周

於

(辺
D)
(
五
島
本
長暦
点
)

周
於

(
幻
)
(
仁
和
寺
本
覚
治点
)

周

於
メタル

周
於
る

周
於

八
第
三
瓶V

(
詑
)

(
幻
)

平安時代の古訓点の語乗の性格

(
但
)
(
架
蔵
本
永
久点
)

(
お
)
(
仁
和
寺
本
久安
点
)

八
第
三類
V

(
詑
)
(
慶
応
本
康平
点
)

(
幻
)
(
輪
王
寺
本
院
政
期点
)

復 復
周3周3
セ セ於 於

復 復 復復 復復 復
3周Z周3
ラ ョ ラセ セ於 於

勝 勝
方に方芸

勝 勝 勝
方に方昔方Jに方北方に方に方に

勝 勝 勝勝 勝勝 勝
方に方北

也

右
の
原
文は
、

作法
を
遮ベ
た
部分
で
ある
が 、第
一類
と第
三
瓶
との
者

本は
何
れ
も
メ
グ
ラ
セの
や
う
に
命
令
形
と
して
訓
じて
ゐる
の
に対
して
、

第
二類
の
諸
本は
、

何
れ
も
メ
グ
ルの
や
う
に
終
止
形
と
して
訓
じて
ゐる
乙

とが
注意
さ
れる
。

そ
して
、
と
れ
と
同類
の
ζ
とは
、

次
の
第

四
例
で
も
見

る
乙
とが
出
来る
の
で
あ
って
、
乙の
種の
表
現の
中
に 、
中
性
的・
逐
字
訳

的
な
表
現が
第
二類
に
見
ら
れる
乙
と
を
注意
す
べ
きで
あ
ら
う 。

〔
比
較第
四
例
〕
(巻
第
一)

八
第
一類
V

(
日比
)
(
醍
醐
寺
本
院
政
期点
)

八
第
二類
V

(幻
C)
(
国
会
図
書
館
本
治安
点
)

(幻
D
E)
(
同
嘉
承
保安
点
)

(m
B)

 

(沼
C)

して
キセヨ
スム

冠
襲
純
して
キ夕刊，

冠
襲

純
カサネタリ

以上
第
二
類
で
は
、

(幻)が
例
外で
ある
が
、

一
般
に
終
止
形で
訓
じ 、第

一類
・第
三類
で
は
命
令
形で
訓
じて
ゐる
。

((幻)
は
例
外)
又 、
(泣
C)

で
キ
セ
シ
ム
と
ある
の
は
、

比
較
的
新
し
い
形で
ある
。

(U)
に
キ
シ
メ
ヨ
と

い
ふ 、
比
較
的
古
い
形が
残
って
ゐる
の
が
注
目さ
れる
。

又 、第
三類
の
天

(
五
島
本
角
筆平
安
中
期点
)
髪

(
五
島
本平
安
中
期点
)

髪

(
お
)
(
仁
和
寺
本
寛
治点
)

(
但
)
(
架
蔵
本
永
久点
)

(
お
)
(
仁
和
寺
本
久安
点
)

八
第
三類
V

(
回
)
(
慶
応
本
康平
点
)

(
幻
)
(
輪
王
寺
本
院
政
期点
)

髪，、

冠に
キシメヲシュン
ハ
タヲ

襲

純
南

髪 髪

冠主 冠 冠主 冠 冠E冠主主主
n 

襲1 襲 1 襲3 3製Z 製9 襲 1 襲 1フ ア ネ フ シ 4
0 ヨ ム o純 純 純 純 純 純 純

吊iZ島 を 鳥 を 吊主 鳥 鳥円 需を》 B E 

髪 髪髪髪 髪

自 2 鳥自ヲ l>lを

19 



台宗
系で
は
、

一
般
に訓
を
附す
る
乙と
が
多
く 、
そ
れ
に
異
種の
訓
を
併
記

す
る
ζと
が
多
いの
も
注
目す
べ
きで
あ
ら
う 。

〔
比
較第
五例
〕
(巻
第

こ

八
第
一類
V

(
日
A
)
(
西
大
寺
本
長
保
点)

(
日
B
)
(
西
大
寺
本
承
暦
点)

(

U
)
(
醍
醐
寺
本
院
政
期
点)

八
第
二類
V

(
幻
B
)
(
国
会
図
書
館
本
平
安
中
期
点)

締

(
幻
C)
(
同

治
安
点)

(
幻
D
E
)
(
同

嘉
承
保
安
点)

(
詑
C)
(
五
島
本
平
安
中
期
点)

(

お
)
(
仁
和
寺
本
究
治
点)

(

剖
)
(
架
蔵
本
永
久
点)

(

お
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)

〈第
三類
V

(

詑
)
(
慶
応
本
康
平
点)

o 締キ締 ，椅
錯 錯1錯し

O し て
し て

互て 互 ヒ 互に

相 相 ヒ 相

締 締 締

錯と 錯と 錯と 錯
て て て

互に 互に互と 互に
ワ

相 ヒ 相 ヒ 相ひ

o 締 符 鯖
錯主 錯宇

錯t
、と5 て

互 互て 互に

錯

互

皆
しタ
タカ
ヒ
に
て

等

迭

翻

間Z間Z間:
日 ;.... t::. 

3 可

間れ間Z 間
相 相吋百ひ 相
I I � マ
閲た閲 ;問れ 言問り り レ

D='� 11: と
は土22よ

相 ヒ

相
かイ門ヶ，uzア

鈎

(
日
B
)
(
同

八
第
二類
V

承
暦
点)

(
国
会
図
書
館
本
平
安
中
期
点)

皆

(
幻
B
)

(
幻
C
)
(
同

治
安
点)

(
幻
D
E
)
(
同

系
承
保
安
点)

(

お
)
(
仁
和
寺
本
克
治
点)

(

お
)
(
架
蔵
本
久
安
点)

(

お
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)

八
第
三類
V

皆

等

迭

翻

相ヒ

鈎て

20 

せよ(
ワ)

鈎

皆 皆 皆 皆 皆

等 し 等 〈 等〈 等〈 等

迭Z 迭1 迭1 迭2 迭主迭日

翻2 翻i 翻て 翻て 翻i 翻自h カヘ ヘ テ
相ひ 主 相ひ 相ひ 主 相 ヒ

相ひ 相
鈎す 鈎す 鈎す

鈎す 鈎

等〈
空

一 一 一一 一 一
空 空 空

一
キ

マ
シヘ
ヨ

\
鯖
の
仮
名/

』締

間
一及声点別一

C

〆
筆

、

右
の
例
で
は
、大

体
に於
て
、

第
一類
・第
三類
は
、

文
尾
を
命
令
形で
結

び 、
「締
錯
して
」と
動
詞で
訓
じて
ゐる
の
に対
し 、
第
二類
は
、

文
尾
を

終
止法
で
結
び 、
「
締錯
と
して
」と
副
詞
的
に訓
じて
ゐる
と
い
ふ対
立が

見
ら
れる
。

〔
比
較
第
六例
〕
(巻
第
四)

八
第
一類
V

(
U
A
)
(
西
大
寺
本
長
保
点)

〈

互ニ
ヒルカヘ
シ
テ

(
M
A
)
(
図
城
寺
本
平
安
後
期
点)

皆

等

迭

翻

相
|

鈎

タ

タカ
ヒユ

セヨ

(
M
B
)
(
同

院
政
期
点)

皆

等

迭

翻

相

鈎

〈

に

し
て

せ
よ

(

お
)
(
醍
醐
寺
本
大
治
点)

皆

等

迭

翻

相

鈎

(
お
A
)
(
高
山
寺
本
院
政
期
点)

皆

鉱

山町
ヒュ
献

ヵ

払

崎町
ょ

〈

タカ
ヒニ

セヨ

(
お
B
)
(
高
山
寺
本
鎌
倉
初
期
点)

皆

等

迭

翻

相

鈎

右
の
例
で
は
、

第
一類
は
「・て
」と
中
止法
に 、
第
二類
で
は
「:・す
」

と
終
止法
に 、
第
三類
で
は
「・:
せ
よ」と
命
令法
に訓
じて
ゐて
、

各類
ご

と
に訓
み分
けて
ゐる
ζと
が
判る
。

〔
比
較第
七例
〕
(巻
第
四)

八
第
一類
V

(
U
B
)
(
西
大
寺
本
承
暦
点)

以

八
第
二類
V

(
幻
B
)
(
国
会
図
書
館
本
平
安
中
期
点)

以

(
幻
C
)
(
同

治
安
点)

門出

(
担
D
E
)
(
同

嘉
象
保
安
点)

以

輸を
絞
之

輪 輸を 輸を
絞t 絞2 絞へ

之を 之 之を



(

お
)
(
仁
和
寺
本
寛
治
点)

(

お
)
(
架
蔵
本
久
安
点)

(

お
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)

八
第
三類
V

輸を
輪

輸を
絞t絞f絞Z
ル ル ル

之 を 之 を 之を

一 一 一
以 以 以

空 空 空

平 安 時 代 の 古 訓 点 の 語 業 の 性 格

たまふ(ワ)

(
但
A
)
(
園
城
寺
本
平
安
後
期
点)

以

二

空

輸

絞

之

(
担
B
)
(
同

院
政
期
点)

ル

二

空

札

都 ヘ

L

を

マ
yへ

を

(
お
)
(
醍
醐
寺
本
大
治
点)

以

二

空

輸

絞

之

て

マ
ツヘ

を

(
出
A
)
(
高
山
寺
院
政
期
点)

以

二

空

輸

絞

之

ヲ
カケよ
ヲ

(
お
B
)
(
悶

鎌
倉
初
期
点)

以

二

空

輸

絞

之

(

幻
)
(
輪
王
奇
本
院
政
期
点)

以

二

空

恥

都 ヘ

L

右
の
例
で
は
、

「絞
」
を訓
ずる
の
に 、
第
一類
で
は
マト
へ 、
第
二
類
で

は
ク
ヒ
ル 、
第
三
類で
は
マ
ツ
への
や
う
に訓
み分
け
て
ゐる
と
と
を
示
し
た

の
で
ある
。

命
令法
と
終
止法
との
訓
分
けは
、

上
述の
第
三・四
・
五・
六

例
で
も
見
ら
れ
たの
と同
様で
ある
が
、

7ト
フ
と
マ
ツ
フの
訓
分
け
な
ど
も

併
せ
て
見
ら
れる
の
で
ある
。

マ
ツ
フ
と
マト
フ
とは
、

共
に
漢文
訓
読
特
有

語で
ある
が
、

(マ
ッ
ハ
ル
・
マ
ッ
ハ
ス
は古
今
集・
源
氏
物語
等
K
見
え
る)

マ
ツ
フは
、大

唐
三
蔵
玄
炎法
師
表
啓
平安
初
期
点・
地
蔵
十輪
経
元
慶
七年

(
八
八
三)
点・
新
撰
字
鏡・
金光明
経文
句
延
喜
頃
(
九
O
O
頃)
点・法
華

経
玄
賛
天
暦
頃(
九
五
O
頃)
点・
不空
穎
索
神田ん
心
経寛
徳二
年
(一
O
四
五)

点・
南
海
容
帰
内法
伝
平安
後
期
点・
千
手
千
眼
陀
羅
尼
経
平安
後
期
点・
無

量
寿
如
来
修
観
行
供
養
儀
軌巾康胤
平
七年

(二一
(OU
六
四)
点.
底
哩
三
昧
耶
不
動

尊
聖者
念
諦
秘
密法
承
暦
三年

(二一
(OU七
九)
点.
金
剛
頂
臨稔棚
伽中
略
出
念
諦

経
保安
四
年

(ご一
一
二

治
二年
(ご一
一
二七
)
点.大
輪
金
剛
修
行
悉
地成
就
及
供
養法
大
治
三年
(二一

一
二
八)
点.
金
剛
頂
蓮
筆
部
心
念
請次
第
天承
元年

(二一
二ニ
一こ)
点.
転

法
輪
菩
薩
捲
魔
怨
敵法
長承
三年
(一
二ニ
四)
点・
功
徳
天法
保
延
三年
(一

一
三七
)
点・
菩
薩
投
身
施
銭
虎
経
院政
期
点・
聖
然
動
尊大
威
怒王
念
諦
儀

軌
院政
期
点・大
唐西
域
記
一長
究
元年
(一
一
六
三)
点・
遊
仙
窟
康
永
三年

二
三
四
四)
点
な
ど 、
多
くの
例
が
あ
っ
て 、
平安
初
期以
来 、

各
時
代
に

亘
っ
て
ゐる
。
と
れ
に対
し
て
マト
フの
方は
、

初
出例
が
若
干
下る
や
う

で
、

妙法
蓮
華
経
明
算
点(一
O
五
O
頃) 、
南
海
寄
帰
内法
伝
平安
後
期
点
を

最
古の
例
とし
、

以
下
樫
酪
経
平安
後
期
点 、大
慈
恩
寺
三
蔵法
師伝
承
徳
三

年
(一
O
九
九)
頃朱
点・
説一一切
有
部
倶
舎
論
嘉承
元年
(一
一
O
六)
点・

受殊
師
利
五
字
陀
羅
尼
稔
伽
儀
軌
嘉
承二
年
(一
一
O七
)
点・
金
剛
頂
蓮
華

部
心
念
読
儀
軌
天
永二
年
(一
一
一
一)
点・大
日
経
普
通
真言
蔵成
就
稔
伽

天
永四
年
(一
一
一
三)
点・
阿
弥
陀
儀
軌
永久
二
年
(一
一
一
四)
点・
慈

氏
菩
薩
修
愈
誠法
元
永
元年
(一
一
一
八)
点・
件
迦
陀
野
儀
軌
保安
二
年
(一

一
二
二
点・
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
読
儀
軌
保安
三年
(一
一
二
ニ)
点・
極

楽
遊
意
長承
四
年
(一
一
三
五)
点・
金
剛
頂
稔
伽
蓮
華
部大
儀
軌
院政
期
点

な
どが
管
見
に
入
っ
て
ゐる
。
乙
れ
らの

例
か
ら
だ
けで
は
、

7ト
フの
上
限

が
平安
中
期以
前
に
趨
ら
ぬの
で
は
な
い
か
と
い
ふ
ζ
と以
上
の
推
定は
困
難

で
あ
ら
う 。

〔
比
較
第
八例
〕
(
巻第
四)

八
第
一類
V

(
日
A
)
(
西
大
寺
本
長
保
点)

(
日
B
)
(
問

承
暦
点)

八
第
二類
V

参7 参� I 差E 差に
テ な

相 ヒ 相 り

押 押

(
幻
B
)

せよ(?・)

押オサフ押
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国
会
図
書
館
本
平
安
中
j切
点

参3 3参
| ヵ よ差E ヒ差

相相 ヒ

(
幻
C)
(
同

治
安
点)



シム
反
者
反

参
差

相

タカヒ参
差

相

シムムハ
Y4ハに

ひ

参|
差

相

参
差

相

シム

シ
ヤエ

参

差

相

カタテカヒエ

右
の
例
で
は
、

文
末が
第
二
類
が
平
叙
終
止法
で
ある
の
に対
して
、第

三

類
は
命
令法
で
ある
点の
対
立が
見
ら
れる
が
、

その
他
に 、
第
二類
で
は

「
参差
」
を
カ
タ
チ
カ
ヒ
ニと
和訓
で
読
んで
ゐる
の
に対
して
、

第
三類
で

は
シ
ム
シ
ヤと
字
音で
読
んで
ゐる
乙と
が
多
い
とと
が
注
意
さ
れる
。

〔
比
較第
九例
〕

八
第
一類
V

(
U
A
)
(
西
大
寺
本
長
保
点)

(
U
B
)
(
同

承
暦
点)

(
幻
D
E
)
(
同

嘉
承
保
安
点)

(

幻
)
(
仁
和
寺
本
寛
治
点)

(

お
)
(
架
蔵
本
久
安
点)

(

お
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)

八
第
三類
V

(
担
A
)
(
園
城
寺
本
平
安
後
期
点)

(
担
B
)
(
同
院
政
期
点)

(

お
)
(
醍
醐
寺
本
大
治
点)

(
お
A
)
(
高
山
寺
本
院
政
期
点)

(
お
B
)
(
同
鎌
倉
初
期
点)

21
八

B 塑 12

( 類 (国 V 竜
会 光
図 院
書 本
館 天
本 喜
平 点
安

)

中
期
点ァ、Jケサ上Z

(
幻
C)
(
同

治
安
点)

(
幻
D
E
)
(
同

嘉
承
保
安
点)

参1 参3 参3 参タヒ | よ | よ I �
差に差ヒ 差ヒ 差ユ

上サ上

喜子て 喜子て

相ひ 相 相 相

押す 押ふ 押ふ 押ふ押1押せ 押せ 押せ 押

向て 向
・ ア フ ア距2 2距Z距7

之 之を 之

外に外に

上け上

吉子告予て 告予て

而 而而而 而

外

向 向て 向

_ßg�距2 1;距
ク タ ケ

之を 之を 之

外に 外に

(

幻
)
(
仁
和
寺
本
寛
治
点)

(

部
)
(
架
蔵
本
久
安
点)

(

お
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)

八
第
三類
V

(
M
A
)
(
図
城
寺
本
平
安
後
期
点)

(
M
B
)
(
同

院
政
期
点)

(

お
)
(
醍
醐
寺
本
大
治
点)

上け上Z上け

22 

告予て 喜子て 告予て

外に 外に外に

向て 向へ 向
て距Z距Z距Z

之を 之を 之を

而 而 而

オセ

上

鋒

向

距

之

テ

テ
ア
ケヨ

上

野

向

距

之

に

て

て

フ
セ
キ

を

上

智

向

距

之

サ
ケヨ

て

か
て
フ
サタ

を

上

野

向

距

之

す(
ワ・}

サマニ
へ

Z

テ
7セケ

(
お
B
)
(
同

鎌
倉
初
期
点)

上

野

而

外

向

距

之

ア
ケ

て

に

て

ア
ケヨ

を

(

幻
)
(
輪
王
寺
本
院
政
期
点)

上

野

而

外

向

距

之

右
の
例
で
は
、

平
叙法
・
命
令法
は
、上

の
類
と
同
様で
ある
が
、

その
他

に 、
「距
」
字の
訓
法
に差
異の
ある
こと
が
注
意
さ
れる
。

即
ち 、
第
一類

は
ア
フ
ケ
ョ 、
第
二
類
は
フ
セ
ク
に
統一さ
れて
ゐる
や
うで
ある
が
、

第
三

類
で
は
オ
セ
・
ア
ケ
ヨ・
フ
セ
キ・
サ
ケ
ヨ
・
フ
サ
ク・
フ
セ
ケの
や
う
に 、

諸
本の
間で
異同
が
ある
。

〔
比
較第
十例
〕
(
巻
第
四)

八
第一類
V

(
日
A
)
(
西
大
寺
本
長
保
点)

令

(
日
B
)
(
同

承
暦
点)

令

八
第
二類
V

(
幻
B
)
(
国
会
図
舎
館
本
平
安
中
期
点)
令

(
幻
C)
(
同

治
安
点)

令

而 而 而

外に 外に外ェ 外

(
お
A
)
(
高
山
寺
本
院
政
期
点

而

風 風

輸 を 輸
て差Z差1

戻T 戻;

伸ょ {申テ

之を 之

火 火

風 風

輸を 輪を 輪 を 輸
タ て

差f 差に 差Z 差Z
モ ユ ニ

戻1 戻て ;戻1 戻i
て ノ テ て

仲え 申 2 申て 申3

之 を 之を 之を 之を

火 火

(
幻
D
E
)
(
同

嘉
承
保
安
点)

(

お
)
(
仁
和
寺
本
究
治
点)

令 令

風 風

火 火



(
お
)(
架
蔵本
久
安
点
)

(
部
)(
仁
和
寺本
久
安
点
)

八
第
三
類V

令 令

風 風

火 火

輸 を 輸 を

差t 差t
テ チ

戻2 戻fて て
{申へ {申ヘ

輪

差

戻

伸

ヲシ-一ア
タカヒニモトラ

輪

差

戻

伸

をして夕方へ
そトラシ

輪

差

戻

伸

タカヒエテカヘテ

をしてカヘシそトラカシテ
ょ
を
のf

a
A
)(
高
山
寺本
院
政
期
点
)

令

風

輪

差

戻

伸

之

シテタカ
へそトロカシテ
ヨ
ヲ

(
部
B
)(
同

鎌
倉
初
期
点
)

令

風

輪

差

戻

伸

之

をしてチカヘモトラカシて
よ
を

(
幻
)(
輪
王
寺本
院
政
期
点
)

令

風

輪

差

戻

伸

之

右
の
例
で
は
、

第
二
類
で
は
概し
て
同
様の
訓
法
を
示し
て
ゐる
に対
し

て
、第

三類
で
は
、

極
めて
区
々
な訓
法
を
有し
、

文同
一
本
に
諸訓
を
併
記

し
て
ゐる
例
が
ある
。

〔
比
較第
十一例
〕
(巻
第
四)

(
M
A
)(
圏
域
寺本
平
安
後
期
点
)

(
担
B
)(
同

院
政
期
点
)

(
お
)(
醍
醐
寺本
大
治
点
)

て

(
幻
B
)(
国
会
図
書
館本
平
安
中
期
点
)
令

平 安 時 代 の 古 訓 点 の 語 業 の 性格

(
幻
C
)(
同
治
安
点
)

(
幻
)(
仁
和
寺本
究
治
点
)

(
お
)(
架
蔵本
久
安
点
)

(
お
)(
仁
和
寺本
久
安
点
)

八
第
三類
V

(
M
A
)(
図
城
寺本
平
安
後
期
点
)

(
U
B
)(
同

院
政
期
点
)

(
お
)(
醍
醐
寺本
大
治
点
)

(
部
A
)(
高
山
寺本
院
政
期
点
)

令 令テ 令令 令 令 令令 令 令令

風 風風虚虚 虚 虚 虚虚 し 虚 虚 虚ワ空 空 空 空 空

輸 を 輸を 輸を 輸 し 輸を一 ー て
直 直3 直1 直 3 直

上 上?上主上士 上 ?サ マ サ ・ サ

空 空 空 空

輪ち 輪 密 輸 ヲ 輪
て テ

直 〈 直 〈 直E 直〈

上け 上 上1上

，.-.... ，.-.... ，.-.... ，.-.... ，.-.... ，.-.... 八 ( 八 は
27 __0 26 __ 25 __ 23 __ :g _�を 官

第
『 官

第 克 区 右
) 篠 ) 篠 ) 篠 ) 篠 r 篠宮n -:=- 篠 ) 二 篠� � ー 枯 々 の

| と )( ( 類 え
( 類 替 で 例

東 葉 仁 葉 架 葉 仁 葉 ( 葉前 向 葉 国 V 葉準 西 V 宝 あ lζ
寺 和 蔵 和 同 一 会 大 よ る 於

喜 子j Z 扶? 交 扶ヨ 扶j 嘉 扶5 2 扶 喜 扶 Z E E Z 
安 疏2 久 疏Z 安 疏主 党 疏Z 承 疏主 点 疏し 館 疏3 承 ( が
後 主 安 き 点 e 治 き 保 キ � ? 本 ル 暦 巻 注 第
期 悦 点 悦 ) 悦 点 悦の 安 悦 悦し 平 悦 点 第 意 二
点 。 � � ? 点 ? 安 ) 

七 さ 類) 窓 意の 窓の 怠の
) 窓 意を 中 意の

) れ の
期

る 司11
点

樹ぁ 。 法) ワ は
多 祇

t し
儀4 て白 相
乳 近

の 輪シ
IC

テ対 1直タし 3
、 ュ上第 ‘

類

之て 之を

(
お
B
)(
同

鎌
倉
初
期
点
)

之を 之ヲ 之をワ

樹
あり
〈

樹
多

樹
多

ありて
〈

樹
多

ありて
〈

樹
多 令

虚

シメ
しも
のf

多
鏡
乳

鏡
乳

鏡
乳

儀
乳

鏡
乳

アラム
〈ユタカナラム

樹
多
鏡
乳 空

木と木木木木木木
及及及及及及及
祥
草a

祥
草
-

祥
草

祥
草tこ

祥
草

祥
草

祥
草

鏡2
・ h

八
第
三類
v

(
お
)(
醍
醐
寺本
大
治
点
)
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フ

シ
ヨ
の

の

篠

葉
扶
疏
悦
窓

(
お
A)
(一一向
山
寺本
院
政
相制
点
)

シ
ケ
タ

の
ワ
ヘ
キ
ア
ラ
ム

〈
ユ
タ
カ
ナ
ラ
ム

篠

葉
扶
疏
悦
意
樹
多
鏡
乳

(
お
B)
(
同

鎌
倉
初
期
点)

ノ
・
の

〈

し
て

篠

葉
扶
疏
悦
意
樹
多

儀
乳

(
幻
)
(
輪
王
寺本
院
政
期
点)

テ
7

7

ソ
の

の

ア一
一フ
ム
ト

篠
葉

扶
疏
悦
窓
樹
:・

右
の
例
で
は
、

「
扶
疏」の
字
を訓
むの
に 、
上
第
二
類
で
は
多
く訓
読す

る
の
に対
し
て 、
第
三類
で
は
音
読が
多
い
と
い
ふ
傾
向が
窺
は
れる
。

右
の
諸例
で
は
、

偶 ミ
私の
調
査
に
つ
い
て 、
比
較対
照す
る
の
に
便
宜の

得
ら
れ
た
箇所
を
取
上
げ
た
に
過
ぎ
ず 、
ζの
僅
か
な例
を以
て
全
体
を
推す

と
とは
、

危
険で
あ
ら
う 。
殊
に
第一
類の
諸
本
に
つ
い
ては
、

調
査
が
不
十

分
で
あ
っ
て 、
後考
に
侠
つ
べ
き
点の
多
い
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い 。し

かし
、

第
二類
に
つ
い
ては
、

訓
法
の
極
め
て良
く
合
致す
る
諸
本が
存在
す

る
ζ
とは
顕
著
な
事
実で
あ
っ
て 、
と
れ
に
よ
っ
て 、
仁
和
寺の
内
部
に 、
よ

く
統一さ
れ
た訓
点の
行

は
れ
て
ゐ
た

ζ
と
を
(
少
く
と
も
その
や
う
な一
団

が
あ
っ
た
と
と
を)

認
める
乙
とが
出
来る
。

その
中
で
、

(
お)
仁
和
寺
本久

安
点は
、

他
に
比し
て
若
干の
異
色
を
有し
、

或
いは
他
流 、例
へ
ば第
一
類

な
ど
と関
係
が
ある
の
か
と
も
思は
れる
け
れ
ど
も 、
未
だ
明で
な
い 。
又 、

第
三類
に
つ
い
ては
、上

に
も
諸
処
に
述べ
た
や
う
に 、
訓
法
が
本
に
よ
っ
て

区
で々
あ
っ
て
統一が
見
ら
れ
ず 、
又 、同
一の
訓
点
に別
訓
を
併
記す
る
場

合の
多
い
乙
とが
注
意さ
れる
。第

三類
の
中
で
も 、
西
基
点
を用
ゐ
た(
お)

(
醍
醐
寺本
大
治
点)
と
(
幻)(
輪
王
寺本
院
政
期
点)
な
ど
は
同
じ
国
城
寺
系

で
訓
法
も
相近
いの
で
は
な
い
か
と
も
予
測
さ
れる
の
だが
、

事
実は
右
の
例

に
も
見
ら
れる
如
く 、
互
に
相
違す
る
ζ
と
甚し
いの
で
ある
。

宝
瞳
院
点
な

樹
・多-プム・ならむ
儀
乳

祥
l
草

木
及

木
及

草
祥

木

祥
及

主主

ど
比
叡山
系の
諸
本で
は 、
不一
致
不
統一
は一
一脂
著し
い
もの
が
あ
っ
て 、

乙
れ
も右
の
挙
例
に
よ
っ
て
も
別
に
看
取さ
れる
所
で
ある
。

た
Y一
般
的
傾
向
とし
ては
、

第
三
類
共
通の
性
格が
若
干
把
握さ
れる
こ

と
も
否
定
出
来
な
い 。
即
ち 、
比
較
的
字
音
読が
多
い
乙
と 、
命
令
表
現の
文

を多
く用
ゐる
乙
と 、
補
読
(
説
添)
が
比
較
的
少
い
乙
と 、
な
どが
そ
れで

ある
。乙

れ
ら
か
ら
察
せ
ら
れる
と
と
は 、
仁
和
寺
系
統で
は
、

比
較
的
教
学の
内

容が
統一さ
れ
て
ゐ
たの
に対
し
て 、天
台宗
系
統で
は
、山

門
派・
・寺門
派

共
に 、
教
学の
内
容が
区々
で
あ
っ
て 、
諸
種の
教
説が
併
せ
行は
れ
て
ゐ
た

と
い
ふ
と
と
を
示す
の
で
は
な
か
ら

う
か 。

次
に 、
ζ
れ
らの
各
点
本の
訓
法が
、

果し
て
何
時
代の
訓
を伝
承
し
た
も

の
で
ある
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
検
討す
べ
きで
ある
が
、具

体
的
には
必

ずし
も
容
易
な
業で
な
い 。
僅
に 、
第
二
類
に
つ
い
て 、
その
若
干の
試
み
を

なし
得る
に
止る
。

比
較第
三例
に於
ける
「周
」の
訓
は
、
乙の
類
に
共
通で
あ
っ
て 、治
安

点・
永久
点・
嘉承
保安
点
には
全
訓の
附訓
が
ある
。

又 、
比
較
第
七例
に

於
ける
、

「絞
」の
訓
も
亦
との
類
共
通で
あ
っ
て 、
治
安
点
を
始
とし
て 、

寛
治
点・
嘉承
保安
点・久
安
点
何
れ
も
全訓
を
附訓
し
て
ゐる
。

比
較第
八

カタチカヒエ

例
の
「
参差
」の
場
合
も 、
比
較第
九例
の
「距
」の
場
合
も 、
略 ミ同
様で

ある
。
乙の
や
う
な
附訓
が
、

多
くの
諸
本
に於
て
共
通
に
見
ら
れる
と
と

は
、

決し
て
偶
然の
一
致
とは
考
へ
ら
れ
な
いの
で
あ
っ
て 、
必
ず
や
何
等
か

の
相
互関
係
が
有っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
そし
て
その
関
係
と
い
ふ

の
は
、

親子
関
係
か
兄
弟関
係
か 、
更
に
又
そ
れ
らの
重
な
っ
た
もの
かの
何

れ
かで
あ
ら
うが
、

そ
れ
を
明
確
に
個別
K
証
明す
る
乙
とは
、

限
ら
れ
た
現

存
資
料
だ
け
か
らは
極
め
て
困
難で
あ

る
。

し
かし
、

恐
ら
く
基
本
的
には
親
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平 安 時 代 の 古 訓 点 の 諮 葉 の 性格

子関
係が
存
在
して
、

そ
れが
複
雑
に
重り
合って
現
在の
や
う
な
形
を
呈
し

て
ゐる
の
で
あ
ら
う 。
その
実
際の
祖
点が
何
人の
読法
で
ある
か 、
定
める

と
とは
困
難で
ある
が、

時
代
的
には、
(
辺
C)
即
ち国
会図
書
館
本治
安

二年
(一
O
二
二)
点が
最
も
遡る
乙
と
に
なる
。

即
ち 、
との
場
合 、
寛治

メタル
タヒル
カタテ

点・
嘉
承
保安
点・
永
久
点・
久安
点
な
ど
諸
点
に
お
ける
「周
」
「絞
」
「
参

カヒニ
アセタ

差
」
「距
」
な
どの
訓
は、
そ
れ
ら
加
点年
代
に
お
ける
国
語で
ある
と同
時

に 、
その
年
代は
少
く
と
も治
安
二
年
まで
遡る
と
い
ふ
こ
と
を
実
証す
る

と
とが
出
来る
の
で
ある
。
し
か
し 、
乙
れ
らの
後
出の
点
本の
訓
の
全
部

が、
そ
っ
くり
その
まh治
安
点で
ある
と
い
ふ
わ
けで
は
な
い 。
その
内の

一
部分
が
合
致す
る
に
過
ぎ
な
いの
で
ある
。

従
って、
ζ
れ
らの
和訓
に
つ

いて
は、
その
年
代
的
重
層
性は
証明
さ
れ
たが、
他の
部分
に
つ
いて
は、

必
ず
し
も明
にさ
れて
は
ゐ
な
いの
で
ある
。

但
し 、
全
般
的
に
見て、
その

訓法
が
類
似
して
ゐる
と
い
ふ
こ
と
か
ら
推
して、
他の
部分
に
つ
いて
も 、

治
安
まで
遡る
可
能
性は
存
在す
る
の
で
あ
って、
結
局 、
具
体
的
に
証明
さ

れ
な
くて
も 、
重
層
性の
可
能
性は
大
き
い
と
い
ふ
と
とが
出
来る
。

少
く
と

も
そ
れ
に
反対
の
論
拠は、
乙
れ
を
見
出す
乙
とが
出
来
な
い
と
恩は
れる
の

で
ある
。

治
安
点は
上
述の
如
く
平
救の
講
説
を
記
し
た
もの
で
ある
。

平
救の
説が

更
に
その
師の
説
に
基
いて
ゐ
たの
か
も
知
れ
な
いが、
右
の
資
料
か
らは、

平
救の
訓
法
が
遡り
得る
限
度で
ある
と
い
ひ
得る
。
乙の
点
か
ら
見て
も 、

年
代の
推
定が
こ
れ以
上
は
難
し
い
ζ
と
に
なる
。

以
上
の
如
く 、
「年
代
的
重
層
性」の
問
題は、
実
際
には、

付 、
重
層
性が
存す
る
か
否
かの
決
定
に
困
難
な
場
合が
ある
と
と 。

∞ 、
年
代
を
ど
と
まで
遡り
得る
かの
決
定が
困
難で
ある
乙
と 。

の
二
点
に
お
いて、
資
料の
監
に
突
当
って、
証明
の
困
難の
場
合が
多
い。

し
か
し 、
従
来の
や
う
に 、
訓
点資
料の
年
代
を
平
面
的
に
その
加
点の
時
期

との
み
定
める
こ
と
より
は、
一
歩
前
進
し
得
た
と
信
ずる
し 、
又 、
単
に
識

語
に
よ
って
その
年
代の
遡
及が
出
来る
と安
易
に考
へる
こ
と
より
も 、
そ

れ
を
明
か
なが
ら
実
演
し
得
た
部
面が
ある
と
と
も
認
め
ら
れる
と
思は
れ

る
。以

上
は、
第
二
類
を中
心
と
して、
和訓
の
伝
承
の
と
と
を考
へて
見
たの

で
ある
が、
次
に
眼
を
転
じて、
第
一類
の
訓
法
の
中
に
見
ら
れる、
古
語
的

性
格
に
つ
いて
注
目
し
た
い 。

〔
比
較第
十
三例
〕

八
第
一類
V

いときにU
の
を
と
と

(
U
B)
(
西
大
寺本
承
暦
点)
秘
密
主・
若
彼
不レ
観ユ
我
之
自
性一
則
我
我
所

す・い
す

の
と
と

生

絵
復
計レ
有ニ
時
地
等
変
化:・
声
非
声-れbキニハ

を・
と

(
川崎
)
(
醍
醐
寺本
院
政
期
点)
秘
密
主・
若
彼
不レ
観ニ
我
之
自
性-
則
我
我

とす
い
すと
と
と
と

所
生・
鈴

復
計レ
有二
時
|

地
等
変
化:・
声
非
声一

以
上
の
第
一類
で
は、
「
彼
い:・」
「
絵
い;・」の
や
う
に 、
古
い
助
詞「
い」

を
使用
して
ゐる
。
ζ
れ
に対
して、

八
第二
類
V

れをとイフカコトキハ
を・

(
幻
B)
(
国
会
図
書
館本
平
安
中
期
点)
秘
密
主
若
彼
不
観
我
之
自
性
則

と
と
川ゆとかUタユテ
ヨトキ
・と
と
とを

我
我
|

所
生
鈴
復
計
有

時
地
|

等
変
化・
声
非
声

レMM

を
も
す・

2
c)
(
同
治
安
点)
秘
密
主
若
彼
不
観
我
之
自
性一
則
我
|

我
所
生
絵

(-耳目)す
日ととの
と
H

Hヲ

復
計
有
時
地
等
変
化:・
声
非
声-

(
幻
D
E)
(
同

嘉
承
保
安
点)
秘
密
主
若
彼
不
観
我
之
自
性・
則
我
我
所

す-

すと
の

生
鈴
復・
計
有
時・
地
等
変
化
:

芦
非
声

25 



低
れは

を

す・

(

お
)
(
仁
和
寺
本
寛
治
点)

秘
密
主
若
彼
不レ
観ニ
我
之
自
性-
則
我
我
所
生

il'

す

と

のコ
-e
キ

鈴復
・
計レ
有二
時・
地
等
変
化:・
芦
非
声

を

e，.

(

部
)
(
架
蔵
本
久
安
点)
秘
密
主・
若
彼
不レ
観--
我
之
自
性一
・

則
我
我
所
生

ー

す

と

と
との
如
也の

と

と

絵復
・
計三
有ニ
時
地
等
変
化:・
声
非
声-..

 

"“時凶

bw・

(
部
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)

秘
密
主
岩
彼
不U
観ニ
我
之
自
性一
・

則
我
我
所

す・
は

す

と

と

の

と

と

と

生
徐復
計=
有二
時
地
等
変
化・:
声
非
声一

の
如
く 、
何
れ
も
「
い」は
使用
し
て
ゐ
な
い 。

〔
比
較第
十四
例
〕

(
U
B)
(
西
大
寺
本
承
暦
点)

何
況
無
量
称
住

真言
行法

セルモノハ
スルモノアテせるヒト 、
e

(
U
)
(
醍
醐
寺
本
院
政
期点)

何
況
無
量
称

住

真言
行法

右
の
例
で
は、
「
何
況」の
結
に
「:・
モ
ノ
ハ」
「
:
ヒト
ハ」の
訓
を
記
し
て

ゐる
。
ζ
れ
に対
し
て
他類
の
本で
は、

八
第
二
類
V

(
幻
B)
(
国
会
図
書
館
本
平
安
中
期
点)

の
ありて
し

何
況
無
量
称

住
真
言
行
法

の
する

の

にヲ
ヤ

治
安
点)

何
況
無
量
称
住

真
言
行
法

ヲ
ヤ

の

嘉
承
保
安
点)

何
況
無
量
称
住

真
言
行
法

の
干る
弘山甲

に
や

何
況
無
量
称
住

真言
行法

をや

の

に

何
況
無
量
称
住
真言
行法

の
する

を
ヲヤ

何
況
無
量
称
住
真言
行法

に
や

をや

に

何
況
無
量
称
住
真言
行
法-

(
幻
C)
(
同

(
幻
D
E)
(
同

(
m
D
)
(
五
島
本
長
暦
点)

(
幻
)
(
仁
和
寺
本
寛
治
点)

(
但
)
(
架
蔵
本
永
久
点)

(
お
)
(
仁
和
寺
本
久
安
点)

八
第
三類
V

ヲ
レP

こ

(

詑
)
(
慶
応
本
康
平
点)

何
況
無
量
私
也 a
真
言
行
仲間

の
如
くで
あ
っ
て 、
訓法
に
異
聞は
ある
が、
何
れ
も
「:・ヲ
ヤ」
で
結
んで

ゐる
。

「
何
況」の
結
に
歴
史
的
変
遷
が
あ
っ
て 、
「:・ヲ
ヤ」の
形
が
後
出の

もの
で
ある
とと
に
つ
い
ては、
既
に先
学の明
にさ
れ
た所
で
あ
っ
て 、
乙

の
点
に
つ
い
て 、
第
一類
が
古
い
形
を
保
っ
て
ゐる
とと
は、
略 〉、
疑
無
い
こ

と
で
あ
ら
う 。
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乙
れ
ら第
一類
の
訓
法
は、
調
査
が
不
十分
なの
で、
確
認は
示
し
得
な
い

け
れ
ど
も 、
明

算の
訓
点と
合
致す
る
かと
推
測
さ
れる
の
で
あ
っ
て 、
そ
れ

は、
竜光
院
本の
奥
蓄
に
よ
れ
ば 、明
算は
小
野
阿
閤
梨成
尊
(一
O一

二|

一
O七
四)
より
受
学
し 、
大
師
御
点
本
に
依
っ
て
読
み
奉
っ
たと
い
ふ
ので

ある
。
乙の
「大
師」が
何
人
を
指す
の
かは明
で
な
く 、
中
田
博士
は
仁
海

又は
元
呆
かと
さ
れ
て
ゐる
が 、
古の
や
う
な
古訓
法が
ある
と
す
れ
ば 、
或

いは
更
に
古
く
遡
っ
て 、
石山
内
供
淳
祐
(
八
九
O
l
九
五
三)
又は
般
若
寺

僧
正
観
賢
(
八
五
三|
九
二
五)
な
ど
に
まで
及
ぶの
で
は
な
い
かと
も
思は

れる
。

殊
に
観
賢の
場
合は、
大
日
経
疏の
訓

説が
存
し
た
とと
が明
で
あっ

て 、
従
っ
て大
日
経の
訓
説が
存
し
た
乙と
も
想
像
に
難
く
な
い所
で
ある
。

現
在伝
は
る
右の
如
き
古訓
法
の
淵
源は、
或
いは
観
賢
辺り
に
遡る
の
で
は

な
か
ら
う
か 。
何
れ
に
せ
よ 、
第
一類
の
訓
法の
起
源は、
第
三類
に
比
し 、

若
干
遡
っ
た年
代で
ある
とと
は
略ミ
推
定
出
来る
所
で
ある
。

第
三類
の
淵
源
に
つ
い
ては、
そ
れが
第
一類
に
比
し
て
新
し
いと
い
ふ
乙

と
だ
けで、
その
年
代
も 、
第
二
類
と
の
先
後
も 、
未
だ
詳で
な
い 。
今
後
更

に資
料
を
求
め
て
討
究す
べ
きで
あ
ら
う 。

五

以
上
述べ
て
来
た
如
く 、
第
一類
・第
二
類
・第
三類
に大
き
く分
け
ら
れ

る
の
で
ある
が、
そ
れ
が第
一類
は
真言
宗小
野流、
第
二類
は
真言
宗
広沢

流、
第
三
類は
天
台
宗 、
の
三
者
に
略 ミ
対
応
する
の
で
ある
。

そ
し
て 、
そ



の
狙
点
は 、
十
分
で
は
な
い
が

、一
往
右の
や
う
に
推
定
す
る
と
す
る
と 、
何

れ
も
概
し
て
十
世
紀
以
降の
人
々
に
な
るの
で
あ
っ
て

、
前
に 、
大
日
経
に
は

平安
初期
の
訓
点
が
残存
し
て
ゐ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が

、
と
の
事

実とも

よ
く

符
合
す
る
乙
と
に
な
るの
で
あ
る 。
平安
初期
に
は

、
訓
読
さ
れ
る
と
と

は
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が 、
未
だ
講究
を
尽
し
て
訓
点
と
し
て
記
載
す
る
段
階
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た 。
そ
れ
が 、
平
安
中期
以
後、
諸
宗
に
学
匠
が
輩
出
し

て
、

夫 と
に
訓
読
を
創
始
し 、
そ
れ
が
後
資の
聞
に
伝
承
さ
れ
て
行
っ
た 。

そ
の
伝
承
は 、
時
に
忠

実なもの
も
あ
っ
た
が 、
時
に
は
粗
な
る
もの
も
あ
っ

た 。
し
か
し 、
異
種の
訓
説
を
混
合
す
る
と
と
は 、
天台
宗
に
は
或
い
は
若
干

存
し
た
か
も
知
れ
な
い
が 、
少
く
と
も
真
言
宗・
広
沢
流
な
ど
で
は
殆
ど
無
か

っ
た 。
そ
の
や
う
な
状
態
が

、
少
く
と
も
鎌
倉
時
代
初期
ま
で
は
継
続
し
て
ゐ

た
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る 。

(
補
注)
稿
後
「
点
研」
三
九
五
頁
に
「
大
日
経第二
一
帖」
(
東
寺
金
剛

蔵
本 、
保
延
七
年
八一
一
四一
V
写
本 、
円
堂
点)
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
乙
と
に

気
附い
た 。
原
本筆者
未
見
で
あ
る
が 、
長
保
四年
(一
O
O
ニ)
平救
読
了 、

並
に
長
元
五年
(一
O
三
二)
頼
尊
受
了の
本奥

書を載
せ
る
由
で
あ
っ
て

、

と
の
推
定
を
裏
付
け
る
もの
の
や
う
で
あ
る 。

大
此
庫
遮
那
経
古
点
本一
覧
(
資
研
H

訓
点
資料
と
訓
点
語の
研
究 、
点
研
H

古
点
本の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇)

真言宗小野流 訓法分類
14 13 12 11 整理番号

B I A  
醍 =屯""- =宅:g 西 所
醐 光 光 大
寺 院 院 寺 在
l 1 1 1 

2 2 
現存3 3 

4 4 
6 5 巻6 6 次

7 7 

巻 巻 粘 巻 装
子 子 葉

子 唱員

奈 奈

主後期

二 天

代
書写年本文宅奈 平神

良 良 )護

i 院 天 一五。天喜 一2承暦
一長

加点年政 喜 8保
初 頃 八六 八二 O二 代� ，� 
朱 朱 白 可E用具

宗点
寺
東大 院中 院中

ι官[. 仁都波
ヲ ヨiI多
コ僧 イ曽 院 ト正 正 迦 点論 点 点 点 怠

大会ζコ成
祖点師三

ワ ワ 御 | ワ ワ
講者点吾

本号尊 ) 

明 己明 寛 加
，� 

ワ ワ 点
者

算 実算 経
同

ワ ワ ワ ワ 聴者名

市
長時 。請

野料資見 研料史見
財山の 、沿 新 、沿 考

平 安 時 代 の 古 訓点 の 語集 の 性 格
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真 言 宗 広 沢 流 訓法分類
28 27 26 25 24 23 

D I  C I B I A I E I D I C I B I A 
整理番号

蔵東
寺金

仁 架 架 仁 美 五 図 国 所
つ 和 和 4荷 書 立

剛 寺 蔵 寺 館 島 館 会
国

在

1 1 
l 

1 1 1 
2 2 2 2 

存現3 3 3 3 3 
4 4 4 4 4 
5 5 5 5 5 巻6 6 6 6 6 次
7 7 7 7 7 

巻 粘 巻 キ占 キ占 キ禁占 巻 巻 装子 葉 子 葉 葉 子 子 中貞
こJC、3寛f 革lコA 

奈 平安富
院 一久一氷 奈 奈 書本

四安ー久 写年
代文良 政 八四ニヌじ 良 良

重
) 

院 同 一氷一寛一長 同

主期
平安

期中

? 

一保一嘉一治 平安
期中 平安

期中
長力

年
日

一久。治。暦 左 一安 。承 。一安九 四
政 上 七五三ー七 0四 頃 三四 八三 代

朱 ワ 朱 朱 朱 朱 白 | 朱 | 角 | 白 朱 朱 | 白 | 朱 | 白 用具

円 円 円 円 浄 円 同 第 円 円 第
点宗

東
大

寺
特 ヲ 訪11

�込'
. A三邑�. ギJ、E ;ー主、z主，一 ヲt ，と号U己， 右 五 ワ ワ 主_，.u主. A主U主. 殊 コ房 群 群 ト

，� ，� ，� J長 点 点 点 点 J長 点 点 論 怠 点

同 己主主頼尊ー忠 大 ご俊 ::::: 中S;L l 平 祖点野 五縁 日市 宕 亡コ
) ) 

室
本御在

寸= Cコワ ワ 山 ワ のー のご ワ つ ワ ワ つ
議者イ曽 流C孟コ}J;lcg 三救辺八 = 

色、 か | か | ワ さ与 =二智
仁 仁 仁 勝 か教 南 仁 仁 仁 一塗 平 力日 .� 
和 和 和 祐 勝 和 和

寺
和 完

寺 寺 -寸h一 の 民一 寺 ワ 勺 一守�ーJ 救 ワ つ ，� 
4盟 {首 {曽 イ曽 {曽か か か ぢ二 学

先
僧 か カ3 か 毛;恵 資 者

J\ 
者
聴
同

ワ ワ つ ワ ワ ワ ワ ワ ワ ワ つ ワ ワ ワ
名

博小調中 23 と21 25 傍-21 と22 備
士林査団 と

近 C と
訓致 C調芳 ji，lf 酷 似22 �;!; 多しす24 近 C査規 士 似 C 似 る と 似24 考
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平安 時 代 の 古 訓点 の 語 家 の 性格

右 以 外
天 4iコh tY三Rコ 訓法分類

44 43 42 41 37 36 35 34 33 31 整理番号
B I A B I A  

金 醍 庫成 石 輪 高 醍 国 院三 図慶 親 所
頂

寺
岡11 醐 賓堂山 王 山 醐 城

井法明
書応 王義

寺 文 寺 寺 寺 寺 寺 館塾 院 在
1 1 1 1 1 1 
2 2 2 2 2 2 首 2 

現存3 3 3 3 3 3 
4 4 4 4 4 4 4 欠 4 
5 5 5 5 5 5 5 5 巻
6 6 6 6 6 6 6 次
7 7 7 7 7 7 7 

巻 粘
葉

巻 巻 粘 巻 巻 巻 巻
本事;:>t<:;:占lI' 

巻
装

子 子 子 業 子 子 子 子 子 中貞

平安富
ー仁 鎌 院 院 院 院 伝 一究 平 平安 書 本
一四治 政 唐 。 安 写

八
治

後 中 年
倉 初 政 政 政 写 八二 期 期 代 文

南 一氷 一
承 院 院 鎌 院 一大 院 平安 同 一康 長 長 力日

五一正 一治 空平
三三フじこ三フロ 点�t 。冗 政 倉 後 ノ\ Eニ三)二ニ五〉ノ" 、三三�三三コ ノ」\ー 年

朝 O七 八二 初 政 初 政 八三 政 期 上 四七 代) 

墨 墨朱 ワ 朱 朱 朱 ワ 朱 朱 用 具
仮 民

宣
仮

、草大
寺言9 

仮 西 仮 宝 西 仮 宝 西 第 宝 ヲ ヨiI
名 ワ 名 dマ守b 名 値T 基 名 陸 基 五 憧 コ

院 院 群 院
ト

点 点 J�. 点 点 点 点 点 点 ，8 点 lâ 

三富| 房
実相

完末よ富

)
鴻披雲
房t\( 

叡 己-工l 容超R占(会設延 }祖誌山
ワ ワ ワ つ ワ ワ ワ つ 関 講

者受e頼家
係

| 
Cf回
コ
、か

慶 宝 宝 乗 叡 叡 E日ヨ 浅天 尭 力日 主主
ワ 幸 ワ 井寺 E

泉詮 泉 山 山 間 台 J�. 
{曽 {曽 房 {曽 僧 宮沙 者か か か {首 FふM己. か か 返 僧門 円

九 同? ワ ワ ワ ワ ワ ワ ? ワ ワ 聴、
名 名 者

法天
点
諸 蓄堂貸未 仮

名
よ二天

刀く
安
等

大
治
天
喜
頼
尊あ左綜 日 点研未 備

耳tl口全
aヲミ、 目 見 り= り傍援本書 、見

爽 善 、 僅少 菓覚二 - 六点 別
写 目 点 、

司11 雑 本成 受猷こ 久年は
訪11 経 、研資 考
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大
日

経
古
点

本
の

識
語

関

係

法
脈

(
真

ク包二工二

海
ー

真

ム O
ム O

ー­t=I 

{
示)雅

ー
真

は は は

推 確 確

然
ー

源

定 定 笑

O

 

「
義

(
大
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)(
uv

一

パa
F
説

。

企

O

O
一
O

聖

宝
|

観
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|
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祐
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元

果
|
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海
1
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尊
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(
邸
|
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(
榔
|
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(
如
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m
l
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一
恥
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益

信
|

寛
平
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平 安 時 代 の 古 昔1I点 の 語 業 の 性格
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(
追
記)

本
稿
は 、

昭
和
四
十
三
年
六
月
九
日
の
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
に

於
て
「
大
日
経
の
古
訓
法
の
伝
流
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た

際
の
論
旨
を
基
と
し 、

新
し
く
得
た
資
料
を
若
干
附
加
し 、

更
に
考
を
絞

っ
て
書
下
し
た
も
の
で
あ
る 。

本
論
に
使
用
し
た
資
料
の
閲
覧
・

調
査
に

関
し 、

西
大
寺
・

夜
開
寺
・

東
寺
・

仁
和
寺
・

輪
王
寺
・

国
立
国
会
図
官官

館
・

奈
良
国
立
博
物
館
・

慶
応
義
塾
大
学
新
道
文
庫
・

五
島
美
術
館
の
御

当
局
各
位 、

並
に
近
藤
菩
博
先
生
・

中
田
祝
夫
先
生
・

山
本
信
士口
氏
・

大

山
仁
快
氏
よ
り
格
別
の
御
高
配
御
指
導
を
賜
っ
た 。

又
小
林
芳
規
博
士
に

は
多
く
の
御
助
力
・

御
助
言
を
仰
い
だ 。

各
位
の
御
芳
情
に
対
し 、

深
く

感
謝
し
申
上
げ
る 。
(
四
六
・

一

0
・

八)
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